
三木市・三木市教育委員会

人権作文集　第５４集
令和６年度

入 賞 作 品 集

差別をなくする輪をひろげよう市民運動





昨
年
七
月
、三
木
市
は
市
制
施
行
七
十
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。七
十
年
前
と
比
べ

る
と
、私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
す
る
と
と
も
に
、社
会
も
進
展
し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

世
界
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
戦
争
や
紛
争
は
止
む
こ
と
な
く
、国
内
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
や
い
じ
め
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
心
な
い
書
き
込
み
や
誹
謗
中
傷
な
ど
、他
人
を
排
除
し
、か
け
が
え
の
な
い
人
権
を
踏
み
に
じ
る
よ
う
な
事

象
を
見
聞
き
す
る
た
び
、心
が
痛
み
ま
す
。

私
た
ち
は
、差
別
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
無
意
識
の
思
い
込
み
や
偏
見
に
気
づ
い
た
り
、性
別
や
国
籍
、年

齢
な
ど
の
垣
根
を
越
え
た
温
か
い
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
や
交
流
を
通
じ
、一
人
一
人
が
人
権
意
識
を
高
め
、

差
別
を
無
く
す
る
輪
を
ひ
ろ
げ
る
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

こ
の
人
権
作
文
集
は
、人
権
の
大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
寄
せ
ら
れ
た
数
多
く
の
作
品
の
中
か
ら
優
れ
た
作
品
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
皆
さ
ん
の
心
に
届
き
、一
人
一
人
が
主
人
公
と
な
っ
て
「
人

権
尊
重
の
ま
ち
三
木
市
」
を
一
歩
前
へ
と
進
め
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

結
び
に
、多
く
の
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
を
は
じ
め
、審
査
員
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

は　
じ　
め　
に

令
和
七
年
二
月

三
木
市
長　　　
仲
田　
一
彦
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★
令
和
六
年
度
「
差
別
を
な
く
す
る
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う
」
市
民
運
動
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賞
作
品
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校
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緑
が
丘
東
小
学
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緑
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中
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中
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校
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校
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岡
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二
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秀
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《
優
良
賞
》

《
佳
作
》

【
標
語
の
部
】

★
造
形
作
品
★

三
木
特
別
支
援
学
校　
「
こ
ろ
こ
ろ
ロ
ー
ラ
ー
模
様
づ
く
り
」(

中
学
部)

作
品

小
学
校
の
部

《
奨
励
賞
作
品
》
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緑
が
丘
東
小
学
校

松
元　
　

杏
莉

四
年

広
野
小
学
校

中
西　

陽
菜
歩

四
年

人
と
ち
が
う
こ
と
は
お
も
し
ろ
い

ぼ
く
の
兄
ち
ゃ
ん

自
由
が
丘
小
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緑
が
丘
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鎌
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校
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友
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Ｐ
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Ｔ
Ａ
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Ｔ
Ａ

三
木
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中
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和
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郎

三
年

《
優
秀
賞
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《
優
良
賞
》

《
佳
作
》

《
優
秀
賞
》

《
優
良
賞
》

《
佳
作
》

《
優
秀
賞
》

中
学
校
の
部

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
一
般
の
部

《
佳　

作
》
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小
学
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の
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か
が
や
く　

こ
せ
い

き
つ
音
と
私

い
の
ち
の
大
切
さ

九
十
一
歳
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
車
い
す

ぼ
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切
な
二
つ
の
国

大
切
な
い
の
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友
だ
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・・・
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稜

三
年

二
年

《
優
良
賞
》

《
佳　　
作
》

《
奨
励
賞
》

22

・・・・・・・・・・・・・
25

・・・・・・・・・・・・・
27

・・・・・・・・・・・・・
29

・・・・・・・・・・・・・
32

・・・・・・・・・・・・・
35

・・・・・・・・・・・・・
38

・・・・・・・・・・・・・
40

・・・・・・・・・・・・・

《
優
秀
賞
》

《
優
良
賞
》

中
学
校
の
部

43

・・・・・・・・・・・・・
46

・・・・・・・・・・・・・

5



人
種
差
別
の
な
い
世
界
へ

学
べ
る
こ
と
の
幸
せ

三
木
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緑
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中
学
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福
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一
年

三
年
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葉
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三
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中

学
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福
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一
年

子
ど
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親
の
向
き
合
い
方

子
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も
の
人
権

言
葉
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て

つ
な
が
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援
の
輪

理
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共
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あ
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優
し
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世
界
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別

所

中

学

校

自
由
が
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小
学
校
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自
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校

別
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﨑
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Ｔ
Ａ
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Ｔ
Ａ
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優
し
い
社
会
へ

思
い
や
り
の
輪

三

木
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三
木
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中
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岡
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年
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自
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ヘ
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言
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の
責
任

優
し
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ふ
れ
る
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に

あ
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り
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が
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さ

平
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た
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に

イ
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タ
ー
ネ
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と
人
権
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題

自
由
が
丘
中
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校

別
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校

吉
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学

校

三
木
東
中
学
校

自
由
が
丘
中
学
校

吉

川
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学

校
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﨑
　

奏

心

國
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心

琴

マ
ダ

ラ
リ
ッ
サ

大

西
　

千
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木
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美
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萌
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年
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令
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全
国
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コ
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☆

(
明
石
・三
木
地
区
予
選　
優
秀
賞
)

(
明
石
・三
木
地
区
予
選　
奨
励
賞
)
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「
差
別
を
な
く
す
る
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う
」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
市
民
運
動
入
賞
作
品

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】





 

 

自由が丘小学校 １年 松井 優佳里

三木中学校 ３年 友野 優花 広野小学校 ４年 鳴瀧 悠人
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三樹小学校 ２年 森本 蒼士

自由が丘中学校 １年 野村 朱里 緑が丘東小学校 ６年 川下 詩月
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別所中学校 ３年 福岡 桃子 平田小学校 ６年 鈴木 翔太

三木中学校 ３年 黒田 瑠奈

緑が丘小学校 ６年 内牧 和奏 三樹小学校 １年 小苗 空詩

緑が丘東小学校 ３年 藤本 真央

10



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由が丘小学校 ４年 大西 陽向 自由が丘小学校 ２年 濵本 稀々香

別所小学校 ４年 河原 夢咲

広野小学校 ３年 磯貝 凛子 三木小学校 １年 桒村 知希

吉川小学校 １年 神田 ここ
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自由が丘中学校 ３年 常深 花歩 緑が丘中学校 １年 佐藤 美莉

別所中学校 ２年 田中 美彩花

三木中学校 ２年 小西 芙季 緑が丘東小学校 ５年 西田 圭凛

自由が丘小学校 ５年 鈴木 葵
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ローラーに毛糸を巻きつけ、 毛糸に好きな色をつけます。 画用紙

の上でローラーを自由に転がし模様づくりをしました。 個性豊かな

作品ができました。

『ころころローラー 模様づくり』

三木特別支援学校（中学部）の作品
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「
差
別
を
な
く
す
る
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う
」

　
市
民
運
動
入
賞
作
品

【
標
語
の
部
】





口
吉
川
小
学
校

別

所

小

学

校

三

樹

小

学

校

口
吉
川
小
学
校

緑
が
丘
小
学
校

緑
が
丘
小
学
校

寺
前　

圭
真

福
岡　

哲
平

松
村　

奏
汰

荷

 
 
 
 

花

岸
上　

 

和
楽

吉
竹　

紘
那

三
年

六
年

三
年

六
年

一
年

二
年

 

《
優
秀
賞
》

《
優
良
賞
》

《
佳

作

》

【
小
学
校
の
部
】か

っ
こ
わ
る
い　

イ
ジ
メ
を
す
る
人　

見
て
る
人

し
あ
わ
せ
に　

な
る
た
め
み
ん
な　

生
き
て
い
る

目
を
見
て
あ
い
さ
つ　

心
で
あ
く
し
ゅ

お
は
よ
う
の　

そ
の
一
言
で　

救
わ
れ
る

あ
り
が
と
う　

え
が
お
あ
つ
ま
る　

あ
い
こ
と
ば

言
わ
れ
て
も　

言
っ
て
も
う
れ
し
い　

あ
り
が
と
う
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広

野

小

学

校

中
西　
陽
菜
歩

四
年

緑
が
丘
東
小
学
校

松
元　

杏
莉

四
年

三
木
東
中
学
校

自
由
が
丘
中
学
校

三
木
東
中
学
校

三
木
東
中
学
校

魚
住　

恋
花

山
田
　

優
那

井
上　

綾
乃

和
木
健
太
郎

二
年

二
年

二
年

三
年

《
優
秀
賞
》

《
優
良
賞
》

《
佳

作

》

【
中
学
校
の
部
】 分

か
っ
て
る
？　

ス
マ
ホ
の
向
こ
う
の　

そ
の
気
持
ち

人
を
け
な
し
て
わ
ら
い
を
と
る
‼

　

そ
れ
本
当
に
、　

お
も
し
ろ
い
？

思
う
だ
け
よ
り　

行
動
し
て
こ
そ　

「
思
い
や
り
」

見
た
目
で
は　

判
断
で
き
な
い　

良
さ
が
あ
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ　

履
歴
に
残
る　

心
に
残
る

許
さ
な
い　

差
別
を
無
く
す　

地
域
の
輪
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平

田

小

学

校

別

所

小

学

校

志

染

小

学

校

吉

川

小

学

校

荒
田　

直
樹

森

照
彦

稲
上
　

友
理

松
原　

英
里

Ｐ
Ｔ
Ａ

Ｐ
Ｔ
Ａ

Ｐ
Ｔ
Ａ

Ｐ
Ｔ
Ａ

《
優
秀
賞
》

《
優
良
賞
》

《
佳

作

》

【
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
一
般
の
部
】

他
人
事　

そ
れ
は
い
つ
か　

自
分
事

考
え
よ
う　

あ
な
た
の
「
普
通
」
と
相
手
の
「
苦
痛
」

認
め
合
う
多
様
性　

わ
た
し
と
違
う　

あ
な
た
の
普
通

あ
い
さ
つ
で　

生
ま
れ
る
笑
顔　

消
え
る
壁

16





「
差
別
を
な
く
す
る
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う
」

　
市
民
運
動
入
賞
作
品

【
作
文
の
部
】





《
優
秀
賞
》人

と
ち
が
う
こ
と
は
お
も
し
ろ
い

自
由
が
丘
小
学
校　
四
年　
鎌
田　
健
次

　　
ぼ
く
の
お
母
さ
ん
は
ラ
オ
ス
人
で
す
。お
母
さ
ん
は
お
こ
っ
た
ら
こ
わ
い
け
ど
や
さ
し
く
っ
て
お
も
し

ろ
い
し
、歌
は
そ
ん
な
に
う
ま
く
な
い
け
ど
い
つ
も
練
習
し
て
い
る
し
、先
生
と
日
本
語
で
話
せ
ま
す
。

プ
リ
ン
ト
も
読
め
て
日
本
語
を
よ
く
勉
強
し
て
い
ま
す
。で
も
ぼ
く
の
お
母
さ
ん
は
国
語
や
漢
字
を
教

え
ら
れ
ま
せ
ん
し
、ロ
ー
ソ
ン
を
ロ
ー
シ
ョ
ン
と
言
い
ま
す
。

　　
お
母
さ
ん
に
は
、ラ
オ
ス
の
友
だ
ち
や
い
と
こ
が
い
ま
す
。お
母
さ
ん
は
生
魚
が
す
き
で
よ
く
く
ら
ず

し
に
行
き
ま
す
。い
つ
も
辛
い
食
べ
物
を
、食
べ
て
い
ま
す
。ぼ
く
は
ソ
ム
タ
ン
と
か
は
辛
く
て
食
べ
た
ら

し
た
が
ず
っ
と
い
た
く
て
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　　
ぼ
く
の
お
母
さ
ん
は
車
の
運
転
が
で
き
ま
せ
ん
。お
母
さ
ん
は
運
転
が
で
き
な
い
の
で
、野
球
や
ス

イ
ミ
ン
グ
の
時
は
お
じ
さ
ん
や
お
父
さ
ん
に
運
転
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。他
の
友
だ
ち
の
お
母
さ
ん
は

【
小
学
校
の
部
】

17



み
ん
な
車
を
運
転
が
で
き
る
の
で
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。

　　
他
の
友
だ
ち
は
宿
題
で
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
が
、ぼ
く
の
お
母
さ
ん
は
分
か

ら
な
い
と
い
っ
て
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。お
父
さ
ん
は
土
曜
と
日
曜
に
し
か
家
に
い
な
い
の
で
、お
母
さ

ん
に
教
え
て
も
ら
え
る
友
だ
ち
が
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。

　　
で
も
、ぼ
く
の
お
母
さ
ん
は
や
さ
し
い
し
、い
つ
も
ラ
オ
ス
の
歌
を
歌
っ
て
く
れ
て
、う
ま
く
な
い
け
ど

お
も
し
ろ
い
で
す
。

　　
そ
れ
以
外
に
も
ラ
オ
ス
の
親
せ
き
も
お
も
し
ろ
い
で
す
。朝
か
ら
お
酒
を
の
ん
で
い
る
人
と
か
、い
つ

も
お
ど
っ
て
い
る
人
と
か
が
お
も
し
ろ
い
で
す
。

　　
ぼ
く
の
お
母
さ
ん
は
友
だ
ち
の
お
母
さ
ん
と
ち
が
う
と
こ
ろ
が
多
い
け
ど
、と
て
も
お
も
し
ろ
く
っ

て
楽
し
く
っ
て
大
す
き
で
す
。

　　
人
と
ち
が
う
こ
と
は
お
も
し
ろ
く
っ
て
楽
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
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《
優
秀
賞
》ぼ

く
の
兄
ち
ゃ
ん

緑
が
丘
小
学
校　
五
年　
井
上　
煌
琥

　　
ぼ
く
の
お
兄
ち
ゃ
ん
は
、高
校
一
年
生
で
、ぼ
く
の
五
さ
い
年
上
で
す
。昔
は
よ
く
一
緒
に
遊
ん
で
い

た
け
ど
、最
近
は
話
を
す
る
時
間
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
人
権
作
文
が
宿
題
に
出
て
、何
を
書

こ
う
か
、な
や
ん
で
い
た
時
に
、お
母
さ
ん
が
、

「
お
兄
ち
ゃ
ん
が
三
年
生
の
時
に
書
い
た
人
権
作
文
が
残
っ
て
い
る
よ
」

と
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
れ
は
、「
ぼ
く
の
弟
」
と
い
う
題
名
の
人
権
作
文
で
し
た
。

　　
ぼ
く
は
、先
天
性
の
「
が
ん
け
ん
か
す
い
」
と
い
う
病
気
で
、生
ま
れ
た
時
か
ら
片
目
が
少
し
し
か
開

か
な
か
っ
た
そ
う
で
、ぼ
く
は
今
ま
で
三
回
の
手
術
を
し
ま
し
た
。そ
の
う
ち
一
回
目
の
手
術
の
時
に
、

お
兄
ち
ゃ
ん
が
書
い
た
人
権
作
文
が
「
ぼ
く
の
弟
」
だ
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。ぼ
く
は
、小
さ
く
て

覚
え
て
い
な
い
の
で
す
が
、家
族
で
公
園
や
買
い
物
に
行
く
と
、小
さ
い
子
が
ぼ
く
を
指
さ
し
て

「
目
、へ
ん
や
！
」
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「
あ
の
子
の
顔
、見
て
！
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、そ
ん
な
時
、小
さ
か
っ
た
ぼ
く
は
、少
し
悲
し
そ
う
に
下
を
向
い
て
い
た
か

ら
、お
兄
ち
ゃ
ん
は
悲
し
く
て
、く
や
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　　
ぼ
く
が
手
術
し
て
入
院
し
て
い
る
間
も
、

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
な
。ち
ゃ
ん
と
ね
む
れ
て
い
る
の
か
な
」

と
心
配
し
て
く
れ
て
い
て
、ぼ
く
が
元
気
に
帰
っ
て
来
て
く
れ
て
、と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
と
書
い
て
あ

る
の
を
見
て
、ぼ
く
も
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。「
ぼ
く
の
弟
」
の
最
後
に
は
、「
ま
た
弟
の
目
の

こ
と
を
言
わ
れ
た
時
は
、弟
に
ぼ
く
の
一
番
の
笑
顔
で
、『
か
わ
い
い
よ
』
と
言
っ
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま

す
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
を
見
て
、ぼ
く
は
、ぼ
く
が
思
っ
て
い
た
よ
り
も
ず
っ
と
、お
兄
ち
ゃ
ん

に
大
事
に
思
わ
れ
て
い
た
ん
だ
と
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　　
今
、三
回
目
の
手
術
も
終
わ
り
、目
も
開
い
て
い
ま
す
が
、閉
じ
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
の
で
、ぼ
く
が
小

学
校
に
入
学
す
る
時
に
、今
ま
で
の
こ
と
が
あ
る
か
ら
、ま
た
目
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
、ぼ
く
が
悲
し
い

気
持
ち
に
な
っ
た
り
し
な
い
か
、家
族
は
心
配
し
て
い
た
そ
う
で
す
。し
か
し
、入
学
し
て
か
ら
五
年
生

に
な
っ
た
今
ま
で
、友
だ
ち
や
学
校
の
子
た
ち
に
目
の
こ
と
で
い
や
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
こ
と
は
、一
度

も
あ
り
ま
せ
ん
。
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学
校
で
は
、チ
ク
チ
ク
言
葉
を
言
わ
れ
て
い
や
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。で
も
、本
当
に

言
っ
て
は
い
け
な
い
相
手
が
悲
し
む
よ
う
な
こ
と
は
言
わ
な
い
や
さ
し
い
友
だ
ち
が
、ぼ
く
の
ま
わ
り
に

は
多
い
ん
だ
な
と
、そ
の
こ
と
も
「
ぼ
く
の
弟
」
を
読
ん
で
思
い
ま
し
た
。

　　
人
権
作
文
の
宿
題
が
出
た
と
き
は
「
大
変
だ
な
」
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、こ
の
宿
題
の
お
か
げ
で
、

た
く
さ
ん
の
人
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。ぼ
く
も
お
兄
ち
ゃ
ん
が
悲
し
い

気
持
ち
に
な
っ
た
時
、ぼ
く
の
一
番
の
笑
顔
で
、良
い
こ
と
を
言
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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《
優
良
賞
》か

が
や
く　
こ
せ
い

広
野
小
学
校　
三
年　
西
村　
咲
良

　　
わ
た
し
の
ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
は
、チ
ェ
リ
ー
ピ
ン
ク
で
す
。お
兄
ち
ゃ
ん
は
黒
色
、お
姉
ち
ゃ
ん
は
、赤

色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
え
ら
ん
で
い
ま
し
た
。お
友
だ
ち
の
ラ
ン
ド
セ
ル
は
、み
ず
色
、ち
ゃ
色
、ピ
ン
ク
色
な

ど
み
ん
な
い
ろ
い
ろ
な
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
え
ら
ん
で
い
ま
す
。

　　
わ
た
し
の
お
と
う
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、男
の
子
が
黒
色
、女
の
子
は
赤
色
と

き
め
ら
れ
て
い
た
と
知
り
ま
し
た
。ラ
ン
ド
セ
ル
は
六
年
間
使
う
大
切
な
カ
バ
ン
で
す
。黒
色
の
ラ
ン
ド

セ
ル
が
い
い
な
と
思
う
女
の
子
が
い
た
り
、赤
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
い
い
な
と
思
う
男
の
子
も
い
た
と
思

い
ま
す
。今
は
、た
く
さ
ん
の
色
か
ら
自
分
の
好
き
な
色
を
え
ら
べ
ま
す
。わ
た
し
は
、自
分
で
え
ら
ん

だ
チ
ェ
リ
ー
ピ
ン
ク
が
大
好
き
で
す
。自
分
で
好
き
な
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
え
ら
べ
て
、と
て
も
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。

　　
学
校
に
行
く
時
に
、い
ろ
い
ろ
な
ラ
ン
ド
セ
ル
が
う
れ
し
そ
う
に
な
ら
ん
で
ゆ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
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毎
日
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

　　
た
く
さ
ん
の
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
と
お
な
じ
数
だ
け
自
分
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
え
ら
ん
だ
お
友
だ
ち
が
い

ま
す
。ど
の
色
も
す
て
き
だ
と
思
い
ま
す
。み
ん
な
こ
せ
い
を
ピ
カ
ピ
カ
に
か
が
や
か
せ
る
一
番
星
で

す
。

　　
わ
た
し
は
お
空
の
た
く
さ
ん
の
星
の
よ
う
に
、み
ん
な
の
こ
せ
い
は
い
つ
で
も
か
が
や
い
て
ほ
し
い
で

す
。べ
ん
き
ょ
う
が
と
く
い
、ス
ポ
ー
ツ
が
と
く
い
、絵
を
か
く
の
が
と
く
い
な
ど
、お
友
だ
ち
の
と
く
い
な

と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　　
わ
た
し
は
左
き
き
で
す
。え
ん
ぴ
つ
を
も
つ
の
は
左
、お
は
し
を
も
つ
の
も
左
、ボ
ー
ル
は
右
で
す
。わ

た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
左
き
き
で
す
。左
き
き
だ
け
ど
、小
さ
い
と
き
に
右
が
使
え
る
よ
う
に
か
え
さ

せ
ら
れ
た
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。た
い
へ
ん
だ
っ
た
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

「
右
き
き
、左
き
き
も
こ
せ
い
だ
か
ら
、な
お
さ
な
く
て
い
い
」

と
、お
と
う
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
に
い
っ
て
も
ら
え
た
の
で
、わ
た
し
は
な
お
し
て
い
ま
せ
ん
。わ
た
し
の

こ
せ
い
は
左
き
き
で
す
。左
き
き
で
こ
ま
っ
た
こ
と
は
、き
ょ
う
か
し
ょ
が
手
に
か
く
れ
て
、見
に
く
い
こ

と
だ
け
ど
、ち
ょ
っ
と
く
ふ
う
す
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。習
字
の
と
き
も

「
左
き
き
の
人
は
こ
う
す
る
よ
」
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と
い
っ
て
も
ら
え
た
の
で
あ
ん
し
ん
し
ま
し
た
。左
き
き
で
い
る
だ
け
で
こ
ま
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、体

の
ふ
じ
ゆ
う
な
人
は
、き
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
こ
ま
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。み
ん
な
で
た

す
け
あ
っ
た
り
く
ふ
う
し
た
り
す
る
こ
と
で
、く
ら
し
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

　　
お
と
う
さ
ん
た
ち
の
こ
ろ
と
く
ら
べ
て
、わ
た
し
は
、こ
せ
い
を
大
切
に
し
て
も
ら
え
る
じ
だ
い
に
生

ま
れ
て
く
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　　
人
と
ち
が
う
こ
と
は
は
ず
か
し
い
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
、一
人
一
人
の
だ
い
じ
な
こ
と
な
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。

　　
わ
た
し
の
き
ょ
う
し
つ
の
中
は
、二
十
二
人
の
み
ん
な
の
一
番
星
で
か
が
や
い
て
い
ま
す
。
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《
優
良
賞
》き

つ
音
と
私

吉
川
小
学
校　
五
年　
寺
田　
　　
紬

　　
私
に
は
、き
つ
音
が
あ
り
ま
す
。話
し
始
め
の
一
文
字
目
が
つ
ま
っ
て
し
ま
い
、何
回
も
同
じ
文
字
を

言
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。大
勢
の
人
の
前
で
話
す
時
や
、気
持
ち
が
高
ぶ
っ
た
時
、話
し
た
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
時
に
、き
つ
音
が
出
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　　
年
長
か
ら
小
学
校
三
年
生
ま
で
、こ
と
ば
の
保
育
室
や
こ
と
ば
の
教
室
に
通
い
、自
分
の
き
つ
音
の

特
ち
ょ
う
や
、ど
ん
な
時
に
出
や
す
い
か
、き
つ
音
が
出
た
時
に
ど
ん
な
反
応
を
さ
れ
た
ら
い
や
だ
と
感

じ
る
か
、ど
ん
な
助
け
が
あ
る
と
う
れ
し
い
と
感
じ
る
か
な
ど
を
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

　　
こ
と
ば
の
教
室
に
通
い
な
が
ら
、自
分
の
き
つ
音
に
つ
い
て
少
し
ず
つ
理
解
し
て
き
た
こ
ろ
の
こ
と
で

す
。休
み
時
間
に
友
だ
ち
と
話
し
て
い
て
、き
つ
音
が
出
た
時
に
、そ
れ
を
ま
ね
さ
れ
た
り
笑
わ
れ
た
り

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。家
に
帰
っ
て
母
に
そ
の
こ
と
を
話
す
と
、

「
そ
の
友
だ
ち
は
き
つ
音
の
こ
と
を
知
ら
な
く
て
、何
度
も
同
じ
言
葉
を
く
り
返
す
紬
に
び
っ
く
り
し
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た
の
か
も
し
れ
な
い
ね
。紬
の
き
つ
音
の
こ
と
を
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
っ
て
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
と

い
い
ね
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　　
そ
こ
で
三
年
生
の
時
に
、ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
向
け
て
手
紙
を
書
き
、そ
れ
を
み
ん
な
の
前
で
発
表

し
ま
し
た
。そ
こ
に
は
、き
つ
音
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、ど
ん
な
時
に
出
や
す
い
か
、き
つ
音
が
出
た
時
は
、

ま
ね
さ
れ
た
り
笑
わ
れ
た
り
す
る
と
悲
し
く
な
る
こ
と
、落
ち
着
け
ば
正
し
く
話
せ
る
の
で
少
し
待
っ

て
ほ
し
い
こ
と
、こ
れ
も
私
の
個
性
の
ひ
と
つ
な
の
で
受
け
入
れ
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

こ
の
発
表
を
し
て
い
る
間
に
も
、何
回
か
き
つ
音
が
出
ま
し
た
が
、ク
ラ
ス
の
み
ん
な
は
真
剣
に
最
後
ま

で
私
の
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
は
、き
つ
音
を
ば
か
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、き
つ

音
が
出
て
も
い
や
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。私
の
個
性
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
友

だ
ち
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　　
私
の
き
つ
音
だ
け
で
は
な
く
、他
に
も
外
見
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
で
、悩
ん
で
い
た

り
、困
っ
て
い
た
り
す
る
友
だ
ち
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
の
よ
う
に
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
過
ご
し
や
す
く
な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
し
、困
っ
て
い
る
人
に
気
づ
い
た
時
に
は
、そ
の
人
の
こ

と
を
よ
く
知
っ
て
、少
し
で
も
助
け
に
な
る
よ
う
な
行
動
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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《
佳　
作
》い

の
ち
の
大
切
さ

緑
が
丘
小
学
校　
三
年　
為
川　
瑛
太

　　
ぼ
く
は
、む
か
し
カ
ブ
ト
虫
を
か
っ
て
い
ま
し
た
。毎
日
え
さ
を
や
っ
て
そ
だ
て
て
い
ま
し
た
。

　　
そ
の
カ
ブ
ト
虫
は
、半
年
の
半
分
く
ら
い
で
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。ち
ゃ
ん
と
え
さ
を
や
っ
た
の
に

ど
う
し
て
死
ん
だ
ん
だ
ろ
う
な
あ
と
、そ
の
こ
ろ
は
と
っ
て
も
ふ
し
ぎ
で
し
た
。

　　
ひ
っ
こ
し
て
か
ら
水
そ
う
で
メ
ダ
カ
を
か
い
ま
し
た
。メ
ダ
カ
は
、大
切
に
水
そ
う
で
え
さ
を
や
っ
て

そ
だ
て
ま
し
た
。そ
だ
て
ば
そ
だ
つ
ほ
ど
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。カ
ブ
ト
虫
と
同
じ
よ
う
に
そ
だ
て
ま

し
た
。そ
れ
で
も
い
つ
死
ん
じ
ゃ
う
か
、死
ん
じ
ゃ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。長
生
き
は
、し

ま
し
た
。冬
に
な
っ
て
寒
く
な
り
ま
し
た
。外
は
、寒
く
て
夜
に
は
え
さ
が
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。そ
し
て
朝

に
メ
ダ
カ
を
見
る
と
、こ
お
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
時
は
、と
っ
て
も
か
な
し
か
っ
た
で

す
。

　　
そ
れ
か
ら
、生
き
物
の
い
の
ち
が
と
っ
て
も
み
じ
か
く
て
弱
い
も
の
だ
と
は
じ
め
て
分
か
り
ま
し
た
。
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い
の
ち
は
、ど
の
生
き
物
で
も
一
つ
し
か
な
い
し
、と
っ
て
も
き
ち
ょ
う
な
も
の
な
ん
だ
な
あ
と
分
か
り

ま
し
た
。

　　
つ
ぎ
は
、人
間
の
い
の
ち
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。ぼ
く
に
は
、さ
い
き
ん
妹
が
で
き
ま
し
た
。生

ま
れ
て
き
た
時
は
、ぶ
じ
に
う
ま
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。ぼ
く
が
思
っ
て
い
た
よ
り
も
小
さ
く

て
、ね
て
い
る
時
は
、い
き
を
し
て
い
る
か
し
ん
ぱ
い
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。で
も
、ね
顔
や
わ
ら
っ

た
顔
を
見
る
と
、自
分
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。赤
ち
ゃ
ん
は
、ほ
か
の
人
の
た
す
け
を
か
り
な
い
と
何

も
で
き
な
く
て
と
て
も
弱
い
人
間
で
す
。で
も
、な
い
た
り
わ
ら
っ
た
り
し
て
み
ん
な
を
え
顔
に
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。お
か
げ
で
家
の
中
が
明
る
く
み
ん
な
が
え
顔
に
な
る
大
切
な
そ
ん
ざ
い
で
す
。そ
ん
な
妹

と
仲
よ
く
せ
い
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　　
ぼ
く
は
、生
き
物
を
そ
だ
て
た
こ
と
や
妹
が
生
ま
れ
た
こ
と
か
ら
い
の
ち
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。人
や
生
き
物
を
大
切
に
し
て
、い
の
ち
に
か
ん
し
ゃ
で
き
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
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《
佳　
作
》九

十
一
歳
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

自
由
が
丘
東
小
学
校　
四
年　
原
田　
果
歩

　　
わ
た
し
に
は
九
十
一
歳
に
な
る
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。友
だ
ち
に
九
十
一
歳
と
い
う
と
み

ん
な
お
ど
ろ
き
ま
す
。今
九
歳
の
わ
た
し
の
十
倍
の
年
を
と
っ
て
い
る
と
思
う
と
、あ
ら
た
め
て
わ
た
し

も
す
ご
く
長
生
き
だ
な
と
感
じ
ま
す
。ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
に
ぎ
り
ず
し
が
好
き
で
お
い
し
そ
う
に

よ
く
食
べ
ま
す
。そ
れ
に
わ
た
し
の
話
を
う
ん
う
ん
う
な
ず
き
な
が
ら
、楽
し
そ
う
に
聞
い
て
く
れ
る
や

さ
し
い
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

　　
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、一
人
で
神
戸
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
だ
け
聞
く
と
、す
ご
く
元
気
な
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、足
が
悪
い
の
で
、つ
え
と

手
を
引
い
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
と
、一
人
で
外
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。大
好
き
な
買
い
物
を
一

人
で
楽
し
む
こ
と
も
、気
軽
に
お
さ
ん
ぽ
に
行
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。だ
か
ら
、お
買
い
物
や
お
そ
う

じ
の
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
時
々
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
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「
と
っ
て
も
助
か
る
わ
」

と
、ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
話
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
顔
が
少
し
さ
び
し
そ
う
に
感
じ
ま
し
た
。わ
た
し

と
同
じ
よ
う
に
、行
き
た
い
と
き
に
外
に
行
け
な
い
し
、常
に
だ
れ
か
と
い
っ
し
ょ
に
し
か
行
動
が
で
き
な

い
な
ん
て
、不
自
由
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
話
を
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
話
す
と
、

「
も
し
か
し
た
ら
転
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
不
安
が
強
く
な
り
、外
出
す
る
こ
と
が
へ
っ

て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。だ
か
ら
、わ
た
し
は
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
助
け
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
、手
を

引
い
て
お
買
い
物
に
行
く
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
は
、わ
た
し
の
手
の
大
き

さ
と
同
じ
ぐ
ら
い
で
温
か
い
で
す
。わ
た
し
が
手
を
引
い
て
あ
げ
る
と
、ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

「
い
つ
も
手
を
引
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
ま
す
。そ
の
と
き
の
顔
を
見
る
と
、わ
た
し
の
心
は
ポ
ッ
と
温
か
く
な
り
ま
す
。ひ

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
、人
の
役
に
立
つ
こ
と
は
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
ん
だ
な
と

気
づ
き
ま
し
た
。

　　
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、も
う
す
ぐ
ひ
ざ
の
し
ゅ
じ
ゅ
つ
を
す
る
そ
う
で
す
。リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
こ
と
で
、

今
よ
り
ず
っ
と
動
き
や
す
く
な
っ
て
、外
出
で
き
る
回
数
が
ふ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、リ
ハ
ビ

リ
は
大
変
だ
と
聞
い
た
の
で
、わ
た
し
も
い
っ
し
ょ
に
歩
く
練
習
を
し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
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て
、い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
つ
れ
て
い
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　　
わ
た
し
は
九
歳
。ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、わ
た
し
よ
り
十
倍
の
年
を
と
っ
て
い
ま
す
。で
も
わ
た
し
の

方
が
十
倍
元
気
で
す
。だ
か
ら
、十
倍
の
元
気
な
力
で
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
助
け
て
あ
げ
た
い
で
す
。

そ
し
て
、い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
ほ
し
い
で
す
。
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《
佳　
作
》お

じ
い
ち
ゃ
ん
と
車
い
す

志
染
小
学
校　
六
年　
藪
西　
圭
悟

　　
僕
は
最
近
テ
レ
ビ
で
車
い
す
の
お
じ
い
さ
ん
と
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
の
話
と
い
う
番
組
を
見
ま
し
た
。

お
ば
あ
さ
ん
は
お
じ
い
さ
ん
の
世
話
を
し
て
い
て
、お
じ
い
さ
ん
は
車
い
す
で
自
由
に
動
け
な
い
な
ど
で

大
変
と
い
う
話
で
し
た
。

　　
最
近
僕
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、車
い
す
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
車
い
す
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
を
お
世
話
す
る
の
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
一
人
で
す
。時
々
療
法
士
の
方
が
リ
ハ
ビ
リ
を
し
に
来
て
い

る
け
ど
週
に
二
、三
回
だ
け
で
、そ
れ
以
外
の
日
は
と
て
も
大
変
そ
う
で
す
。

　　
特
に
車
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
降
ろ
す
と
き
は
重
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
抱
き
か
か
え
て
降
ろ
す
と
い

う
力
仕
事
な
の
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
一
人
で
は
と
て
も
し
ん
ど
そ
う
で
す
。他
に
も
テ
レ
ビ
の
お
じ
い
さ

ん
の
よ
う
に
僕
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
自
由
に
動
け
な
い
の
で
、ト
イ
レ
に
行
き
た
い
時
な
ど
は
す
ぐ
に
行

け
な
く
て
困
り
ま
す
。　　　　

32



　　
僕
は
、そ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
た
だ
見
守
る
こ
と
し
か
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
こ
の
テ
レ
ビ
を
見
て
、僕
は
手
伝
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。僕
は
、お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
変
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
見
て
き
ま
し
た
。そ
れ
な
の
に
手
伝
お
う
と
し
な
か
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
て
、こ
れ
か
ら
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
車
か
ら
降
ろ
す
と
き
に
支
え
た
り
、車
い
す
で
お

じ
い
ち
ゃ
ん
を
運
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
手
伝
お
う
と
思
い
ま
し
た
。

　　
世
の
中
に
は
僕
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。僕
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ら
ま
だ
い
い
け
ど
、手
伝
っ
て
く
れ
る

人
が
い
な
い
家
も
中
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。僕
は
そ
の
よ
う
な
家
の
た
め
に
介
護
の
環
境
を
良
く

し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

　　
例
え
ば
、老
人
ホ
ー
ム
で
す
。老
人
ホ
ー
ム
は
、入
り
た
く
な
い
と
い
う
人
が
多
い
そ
う
で
す
。そ
ん
な

人
の
た
め
に
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
居
者
や
利
用
者
の
対
応
や
入
居
費
、利
用
費
な
ど
を
援
助
す
る
の
が

い
い
と
思
い
ま
し
た
。老
人
ホ
ー
ム
で
の
一
ヶ
月
の
値
段
は
約
七
万
円
か
ら
二
十
万
円
と
、年
金
で
生
活

し
て
い
る
方
な
ど
は
か
な
り
し
ん
ど
そ
う
な
の
で
、援
助
を
す
る
の
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

　　
他
に
も
、地
域
の
人
と
助
け
合
う
こ
と
も
大
切
で
す
。最
近
は
少
子
化
が
進
ん
で
だ
ん
だ
ん
と
お
年

寄
り
の
方
が
増
え
て
い
る
の
で
、地
域
の
人
で
助
け
合
う
関
係
が
で
き
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
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こ
の
よ
う
に
僕
は
み
ん
な
が
助
け
合
う
と
世
の
中
は
良
く
な
る
と
思
い
ま
す
。今
ま
で
地
震
や
災
害

の
復
興
で
も
、み
ん
な
で
支
え
あ
っ
た
か
ら
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　　
僕
は
今
ま
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
見
守
る
だ
け
だ
っ
た
け
ど
手
伝
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
車
い
す
を
押
し
て
あ
げ
た
り
、車
か
ら
降
り
る
と
き
に
支
え
た

り
、他
に
も
た
く
さ
ん
手
伝
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。小
さ
い
こ
と
か
ら
で
い
い
か
ら
手
伝
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
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《
佳　
作
》ぼ

く
の
大
切
な
二
つ
の
国

自
由
が
丘
小
学
校　
六
年　
岩
崎　
ザ
ー
ニ　
健
太
朗

　　
ぼ
く
は
、日
本
人
の
母
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
父
の
間
に
生
ま
れ
た
い
わ
ゆ
る
ハ
ー
フ
で
す
。日
本
語
の

名
前
の
間
に
カ
タ
カ
ナ
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。ま
わ
り
の
友
だ
ち
か
ら
は
、カ
タ
カ
ナ
の
名
前
で
よ
ば
れ

る
こ
と
が
多
い
で
す
。弟
に
は
、ぼ
く
と
は
ち
が
う
カ
タ
カ
ナ
の
名
前
が
つ
い
て
い
て
、生
ま
れ
た
曜
日
で

ち
が
う
そ
う
で
す
。初
め
て
会
う
人
か
ら
は
、

「
な
ん
で
カ
タ
カ
ナ
の
名
前
が
入
っ
て
い
る
の
」

と
聞
か
れ
た
り
、

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
、し
ゃ
べ
っ
て
よ
」

と
よ
く
言
わ
れ
た
り
し
ま
す
。そ
ん
な
時
に
は
、ミ
ャ
ン
マ
ー
に
行
っ
た
時
の
こ
と
を
話
し
て
、日
本
と
は

ち
が
う
こ
と
を
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　　
ぼ
く
が
最
後
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
行
っ
た
の
は
一
年
生
の
時
な
の
で
、少
し
前
に
な
り
ま
す
。そ
の
時
に
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ぼ
く
は
、日
本
と
ち
が
う
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　　
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
人
種
の
人
が
住
ん
で
い
て
、考
え
方
や
宗
教
、生
活
習
慣
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
ち
が
い
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。同
じ
会
社
で
働
い
て
い
る
人
の
中
に
も
、宗
教
の
ち

が
い
で
食
べ
る
物
や
着
る
服
が
ち
が
っ
た
り
、仕
事
中
に
お
祈
り
を
す
る
時
間
を
と
っ
た
り
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
よ
う
で
す
。い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
の
人
が
い
る
の
で
、問
題
も
た
く

さ
ん
起
き
ま
す
が
、お
た
が
い
の
意
見
を
言
い
、理
解
し
て
も
ら
っ
た
り
、ゆ
ず
れ
る
所
は
ゆ
ず
っ
た
り

し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
人
種
の
人
が
共
に
生
活
し
て
い
る
様
子
が
あ
り
ま
し
た
。ま
だ
、お
さ
な
か
っ
た
ぼ

く
に
は
、不
思
議
な
所
に
見
え
ま
し
た
が
、相
手
を
知
ろ
う
と
行
動
し
た
り
、理
解
し
よ
う
と
努
力
し

た
り
す
る
姿
勢
は
、差
別
や
へ
ん
見(

思
い
込
み
や
決
め
つ
け)

を
取
り
の
ぞ
く
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

　　
ぼ
く
の
住
ん
で
い
る
日
本
で
も
外
国
人
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
て
、外
国
人
に
対
し
て
差
別
や
へ
ん

見
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。ぼ
く
は
、差
別
や
へ
ん
見
が
世
の
中
か
ら
無
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。た
と
え
、文
化
や
考
え
方
が
ち
が
っ
て
も
、お
た
が
い
の
こ
と
を
知
り
、理
解
し
合
え
る
世
の

中
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　　
日
本
人
が
外
国
に
行
け
ば
、そ
の
国
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、日
本
人
が
外
国
人
に
な
り
ま
す
。だ
か

ら
こ
そ
、日
本
で
も
、ど
こ
の
国
の
人
か
や
、は
だ
の
色
、宗
教
な
ど
日
本
人
と
ち
が
い
が
あ
っ
た
と
し
て
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も
、差
別
や
へ
ん
見
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。み
ん
な
が
お
た
が
い
の
こ
と
を
知
ろ
う
と
し
た

り
、ち
が
い
を
受
け
入
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、外
国
人
が
も
っ
と
住
み
や
す
い
社
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　　
ぼ
く
は
、ど
こ
の
国
の
人
と
も
同
じ
よ
う
に
接
す
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。み
な
さ
ん
も
、近
く
に
い

る
外
国
の
人
と
目
が
合
っ
た
ら
、笑
顔
で
少
し
話
し
か
け
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。一
緒
に
お
た
が

い
の
さ
ま
ざ
ま
な
ち
が
い
を
見
つ
け
、理
解
し
合
え
る
日
本
に
な
る
こ
と
を
ぼ
く
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

37



《
奨
励
賞
》大

切
な
い
の
ち

志
染
小
学
校　
三
年　
岡
本　
聡
達

　　
ぼ
く
は
、い
の
ち
は
一
人
に
一
つ
し
か
な
い
も
の
だ
か
ら
、大
切
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
、せ
か
い
で
は
せ
ん
そ
う
を
し
て
い
る
国
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。せ
ん
そ
う
で
何
の
つ
み
も
な
い

人
た
ち
の
い
の
ち
が
ぎ
せ
い
に
な
っ
て
い
て
、ぼ
く
は
と
て
も
か
な
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　　
ぼ
く
は
、ニ
ュ
ー
ス
で
、ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
せ
ん
そ
う
し
て
い
て
、ば
く
だ
ん
を
お
と
し
あ
っ
て

多
く
の
人
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。ニ
ュ
ー
ス
で
は
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ロ
シ
ア
の

人
が
、「
せ
ん
そ
う
が
つ
づ
い
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
つ
ら
い
」
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。ぼ
く
も

「
ど
う
し
て

せ
ん
そ
う
が
お
き
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。は
や
く
や
め
た
ら
い
い
の
に
」
と
心
の
中
で
思
い
ま
し
た
が
、

き
っ
と
ぼ
く
に
わ
か
ら
な
い
じ
じ
ょ
う
が
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　　
一
年
前
に
ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。ぼ
く
も
家
ぞ
く
も
と
て
も
か
な
し

み
ま
し
た
。ぼ
く
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
と
き
ど
き
思
い
出
し
て
か
な
し
く
な
り
ま
す
が
、ず
っ
と
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い
っ
し
ょ
に
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
も
っ
と
さ
み
し
い
と
思
い
ま
す
。生
き
て
い
る
人
は
、い
つ
か
は
し
ん
で

し
ま
う
の
は
当
た
り
前
で
す
。だ
か
ら
一
つ
し
か
な
い
い
の
ち
を
大
切
に
し
て
一
生
け
ん
め
い
に
生
き
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　　
し
か
し
、せ
ん
そ
う
が
お
き
て
し
ま
う
と
、「
生
き
た
い
」
と
思
っ
て
い
て
も
そ
の
人
の
思
い
に
か
ん
け

い
な
く
い
の
ち
が
う
ば
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
ぼ
く

は
思
い
ま
す
。

　　
せ
ん
そ
う
を
つ
づ
け
て
い
る
国
に
「
せ
ん
そ
う
を
や
め
ま
し
ょ
う
」
と
つ
た
え
る
こ
と
は
、大
事
だ
と

思
い
ま
す
。ぼ
く
は
国
の
え
ら
い
人
た
ち
に
そ
れ
を
つ
た
え
た
い
で
す
。で
も
今
は
で
き
ま
せ
ん
。せ
ん

そ
う
を
つ
づ
け
て
い
る
国
の
え
ら
い
人
た
ち
に
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。今
、ぼ
く
に
で
き
る

こ
と
は
、家
ぞ
く
や
友
だ
ち
な
ど
、み
の
ま
わ
り
に
い
る
人
た
ち
を
大
切
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
を
も
っ
て
せ
っ
す
る
こ
と
が
人
の
い
の
ち
や
人
け
ん
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。せ
か
い
の
人
た
ち
の
思
い
や
り
の
心
が
も
う
す
こ
し
だ
け
ふ
え
た
ら
、せ
ん

そ
う
は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。せ
か
い
の
み
ん
な
が
平
わ
に
な
っ
た
ら
ぼ
く
は
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。
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《
奨
励
賞
》友

だ
ち

自
由
が
丘
小
学
校　
五
年　
小
紫　
心
瑛

　　
ぼ
く
は
、生
ま
れ
た
時
か
ら
、ち
ょ
う
の
病
気
を
も
っ
て
い
ま
す
。五
千
人
に
一
人
の
ち
ょ
う
の
病
気

で
す
。ぼ
く
は
、病
気
の
こ
と
で
い
じ
め
ら
れ
た
り
、ば
か
に
さ
れ
た
り
、つ
ら
い
思
い
を
し
た
り
す
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、ぼ
く
は
つ
ら
く
て
も
負
け
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。で
も
、や
っ
ぱ
り
心
配
で
し
た
。小
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
、ぼ
く
は
い
つ
も
病
気
の

こ
と
で
何
か
言
わ
れ
な
い
か
、か
ら
か
わ
れ
な
い
か
、笑
わ
れ
な
い
か
気
に
し
て
い
ま
し
た
。で
も
、ぼ
く

は
今
ま
で
つ
ら
い
こ
と
や
、い
や
な
思
い
を
し
た
こ
と
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
か
と
い
う

と
、ぼ
く
の
周
り
に
は
や
さ
し
い
友
だ
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
で
す
。ぼ
く
が
学
校
を
お
休
み
す
る

と
、「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
早
く
な
お
っ
て
学
校
に
来
て
ほ
し
い
」

と
言
っ
て
く
れ
た
り
、

「
明
日
は
学
校
来
れ
る
？
待
っ
て
る
で
」
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と
言
っ
て
く
れ
た
り
す
る
の
が
、と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。ぼ
く
が
お
な
か
が
痛
く
て
、お
な
か
を
お
さ
え

て
し
ゃ
が
ん
で
い
る
と
、

「
ど
う
し
た
ん
？
痛
い
ん
？
」

と
心
配
し
て
そ
ば
に
い
て
く
れ
ま
す
。学
校
だ
け
じ
ゃ
な
く
、ぼ
く
が
習
っ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
の
友
だ
ち

も
い
つ
も
ぼ
く
の
こ
と
を
心
配
し
て
、

「
ち
ょ
っ
と
休
ん
ど
く
？
」

と
か
、

「
い
っ
し
ょ
に
休
け
い
し
と
こ
う
」

と
や
さ
し
い
声
を
か
け
て
そ
ば
に
い
て
く
れ
ま
す
。友
だ
ち
の
や
さ
し
い
言
葉
や
、や
さ
し
い
た
い
度
で
、

ぼ
く
は
少
し
元
気
に
な
り
ま
す
。ぼ
く
が
調
子
が
悪
く
学
校
を
休
ん
だ
と
き
に
、家
の
ポ
ス
ト
に
白
い

ふ
う
と
う
に
入
っ
た
手
紙
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。手
紙
の
中
に
は
、友
だ
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
っ
て

い
ま
し
た
。

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
？
早
く
元
気
に
な
っ
て
サ
ッ
カ
ー
し
よ
う
ぜ
」

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。ぼ
く
は
、そ
の
手
紙
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
の
で
、も
し
友
だ
ち
が
か
ぜ
で

休
ん
だ
と
き
は
、元
気
が
出
る
手
紙
を
書
い
て
わ
た
し
た
い
で
す
。ぼ
く
が
し
て
も
ら
っ
た
り
、言
わ
れ
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て
う
れ
し
か
っ
た
り
し
た
こ
と
は
、ぼ
く
も
友
だ
ち
に
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。ぼ
く
の
周
り
に
は
、や
さ

し
い
友
だ
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。病
気
で
も
や
さ
し
い
友
だ
ち
が
い
る
か
ら

何
で
も
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ぼ
く
に
と
っ
て
友
だ
ち
は
宝
物
で
す
。友
だ
ち
に
や
さ
し
く
し
て

も
ら
っ
た
分
を
ぼ
く
も
や
さ
し
さ
で
お
返
し
し
た
い
で
す
。
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《
優
秀
賞
》外

国
人
だ
か
ら
・
・
・

三
木
中
学
校　
三
年　
ア
チ
ャ
リ
ヤ　
ウ
パ
マ

　　
私
は
、二
〇
二
二
年
六
月
に
日
本
に
来
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
、私
は
、日
本
語
の
勉
強
を
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
、学
校
で
先
生
や
友
だ
ち
と
話
す
こ
と
は
、と
て
も
難
し
く
て
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。外

国
と
日
本
で
は
、文
化
の
違
い
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で
、私
が
一
番
び
っ
く
り
し
た
の
は
、

学
校
生
活
の
違
い
で
す
。

　　
私
は
、日
本
に
来
る
前
は
、祖
父
・祖
母
・弟
と
私
の
四
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。十
二
歳
の
と
き

に
、祖
父
・祖
母
・弟
と
離
れ
ま
し
た
。自
分
の
国
の
学
校
や
友
だ
ち
と
の
い
ろ
ん
な
思
い
出
が
、今
で
も

心
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。日
本
に
来
て
十
二
年
離
れ
て
い
た
親
と
一
緒
に
生
活
を
す
る
こ
と
は
、う
れ

し
か
っ
た
け
れ
ど
、自
分
の
国
か
ら
離
れ
た
こ
と
は
、と
て
も
悲
し
か
っ
た
で
す
。で
も
、日
本
で
生
活
し

て
い
く
こ
と
に
、わ
く
わ
く
と
緊
張
の
ど
ち
ら
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。

【
中
学
校
の
部
】
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初
め
て
日
本
の
学
校
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
時
、私
は
、「
日
本
で
友
だ
ち
が
で
き
る
か
な
」
と
緊
張

し
て
い
ま
し
た
。学
校
に
行
っ
た
一
日
目
、先
生
方
に
自
己
紹
介
し
た
後
、教
室
に
入
り
ま
し
た
。私
は
、

「
前
の
学
校
と
違
う
な
。き
ち
ん
と
し
て
い
る
な
」
と
思
い
ま
し
た
。二
人
の
女
子
が
、話
し
か
け
て
く
れ

て
友
だ
ち
に
な
り
ま
し
た
。少
し
安
心
し
ま
し
た
。

　　
部
活
動
に
入
り
、み
ん
な
優
し
く
し
て
く
れ
た
の
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。け
れ
ど
も
分
か

ら
な
い
言
葉
ば
か
り
で
、う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
時
は
、私
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る
の
か
な
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。も
と
も
と
私
は
外
向
的
な
性
格
で
す
が
、内
向
的
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
と
思
い
、日
本
語
を
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。あ
る
日
、友
だ
ち
が
、

「
ネ
パ
ー
ル
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
な
い
？
」

と
話
し
か
け
て
く
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、日
本
語
が
少
し
ず
つ
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

部
活
動
で
も
友
だ
ち
が
テ
ニ
ス
の
ル
ー
ル
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
、少
し
ず
つ
自
信
が
つ
い
て
き
ま
し

た
。そ
れ
ま
で
、私
の
後
ろ
で
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
た
ら
、私
の
こ
と
を
笑
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。今
に
な
っ
て
み
る
と
、私
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。そ
の
こ
と
が
分
か
る
ま
で
、一
年
か
か

り
ま
し
た
。

　　
私
は
、「
外
国
人
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
差
別
を
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
、言
葉
の
壁
を
感
じ

る
時
が
あ
り
ま
し
た
。最
初
は
何
も
分
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、勉
強
を
し
た
り
、友
だ
ち
が
話
し
か
け
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て
く
れ
た
り
し
て
、話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。私
は
、お
互
い
の

こ
と
を
知
る
た
め
に
は
、ま
ず
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。「
外
国
人
だ
か
ら
」
と
い
う
こ

と
で
分
か
り
合
え
な
い
と
思
う
の
は
間
違
っ
て
い
ま
す
。

　　
私
は
お
互
い
が
、外
見
な
ど
で
人
を
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、そ
の
人
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
、

認
め
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。誰
と
で
も
仲
良
く
な
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、遠
ざ
け
る
の
で
は
な
く
、お
互
い
を
認
め
合
い
歩
み
寄
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。言
葉
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
、あ
き
ら
め
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。新
し
い
言
語

を
習
得
す
る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
か
ら
で
す
。私
は
、こ
れ
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
活
か

し
て
、日
本
の
生
活
で
困
っ
て
い
た
り
、悩
ん
で
い
た
り
す
る
人
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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《
奨
励
賞
》違

い

緑
が
丘
中
学
校　
二
年　
芝
田　
　　
稜

　　
あ
な
た
は
「
障
が
い
者
ア
ー
ト
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
障
が
い
者
ア
ー
ト
と
は
、障
が
い
の
あ
る
方

が
作
っ
た
芸
術
作
品
の
こ
と
で
す
。私
は
絵
を
描
く
こ
と
も
絵
を
見
る
こ
と
も
、と
て
も
好
き
な
の
で

す
が
、障
が
い
者
ア
ー
ト
の
存
在
の
こ
と
は
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。今
思
う
と
、私
が
知
ろ
う
と
し

て
い
な
か
っ
た
か
ら
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。今
回
の
人
権
作
文
の
よ
う
に
、障
が
い
者
の
方
々
の
た
め
に

自
分
が
で
き
る
こ
と
、な
ど
を
考
え
る
機
会
は
割
と
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、子
ど
も
の
私
に
で
き
る

こ
と
っ
て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、そ
も
そ
も
よ
く
分
か
ら
な
い
、と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
で
し
た
。こ

う
い
っ
た
気
持
ち
が
無
意
識
に
か
か
わ
り
を
避
け
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　　
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
た
私
が
、な
ぜ
障
が
い
者
ア
ー
ト
を
テ
ー
マ
に
こ
の
作
文
を
書
こ
う
と
思
っ

た
の
か
、そ
れ
は
、偶
然
開
い
た
一
つ
の
記
事
が
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
記
事
は
障
が
い
者
ア
ー

ト
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
、「
心
奪
わ
れ
る
独
創
性
。障
が
い
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
生
み
出
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す
芸
術
の
楽
し
み
方
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
大
き
く
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。私
は
こ
の
時
、こ
う
い
う
も

の
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、私
の
好
き
な
絵
も
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
で
、興
味
を
持

ち
見
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。く
わ
し
く
見
て
み
る
と
、公
募
展
な
ど
も
た
く
さ
ん
開
催
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
、中
で
も
心
に
残
っ
た
の
が
「
『
み
ん
な
同
じ
』
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
が
ち
な
日
本
の
教

育
で
は
、差
別
や
偏
見
を
根
本
的
に
な
く
す
こ
と
は
難
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。一
方
で
、み
ん
な
と
同

じ
で
は
な
い
『
特
性
』
が
大
き
な
才
能
を
生
み
出
す
こ
と
も
あ
る
」
と
い
う
文
で
す
。私
は
今
ま
で
「
み

ん
な
同
じ
人
間
だ
」
と
い
っ
た
考
え
が
大
切
だ
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。で
も
「
み
ん
な
と
違
う
」
こ
と
だ
っ

て
す
ご
く
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、も
の
の
感
じ
方

や
、好
き
な
も
の
、趣
味
、全
て
の
、人
と
違
う
も
の
が
そ
の
人
を
作
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。当
た

り
前
の
こ
と
で
す
。し
か
し
、そ
の
違
い
が
、時
に
差
別
や
、い
じ
め
や
何
か
の
ト
ラ
ブ
ル
を
巻
き
起
こ
す

こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。そ
ん
な
時
、同
じ
所
を
探
す
の
で
は
な
く
、目
を
そ
ら
さ
な
い
で
、そ
の
人
自

身
を
ど
れ
だ
け
尊
重
で
き
る
か
、大
切
に
で
き
る
か
、が
重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　　
私
は
「
違
い
」
が
特
に
必
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
の
一
つ
が
芸
術
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、個

性
、つ
ま
り
、そ
の
人
に
し
か
表
現
で
き
な
い
も
の
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
す
。障
が
い
者
ア
ー
ト
に
つ
い

て
調
べ
て
い
る
時
に
知
っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
、山
下
重
人
さ
ん
と
い
う
方
が
い
ま
す
。山
下
さ
ん
の
絵

は
、ど
こ
か
独
特
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。こ
の
方
を
知
っ
た
の
も
、初
め
て
絵
を
見
た
時
に
、そ
の
世
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界
観
を
好
き
だ
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。山
下
さ
ん
は
、幼
少
よ
り
進
行
性
筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
症
と
い
う
、遺
伝
的
な
背
景
を
も
と
に
、だ
ん
だ
ん
と
筋
肉
が
破
壊
さ
れ
て
い
く
病
気
に
な
り
ま

し
た
。人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
、現
在
に
お
い
て
は
指
先
の
僅
か
な
動
き
を
駆
使
し
な
が
ら
Ｉ
Ｔ
関
連

の
在
宅
勤
務
と
創
作
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。私
が
、も
し
障
が
い
を
負
っ
た
り
、絵
を

描
く
の
が
難
し
い
体
に
な
っ
た
ら
、と
考
え
る
と
、そ
れ
で
も
描
こ
う
と
思
え
る
か
は
分
か
ら
な
い
で

す
。そ
ん
な
中
で
、作
品
を
作
り
続
け
る
こ
と
は
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
も
、人
間
と
し
て
も
尊
敬
す

る
な
と
思
い
ま
し
た
。

　　
私
は
障
が
い
者
ア
ー
ト
を
知
っ
て
、芸
術
と
い
う
一
つ
の
繋
が
り
で
、い
ろ
い
ろ
な
人
と
交
流
が
で
き

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。そ
こ
に
あ
る
の
は
、性
別
、年
齢
、障
が
い
、全
て
を
こ
え
る
、い
い
も
の
は
い
い

と
い
う
価
値
基
準
で
す
。「
み
ん
な
と
違
う
」
と
い
う
の
は
、誰
に
と
っ
て
も
当
て
は
ま
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。し
か
し
、そ
の
当
た
り
前
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
時
が
あ
る
の
で
す
。そ
ん
な
時
も
違
い
を
大

切
に
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い
た
い
で
す
。今
の
私
に
で
き
る
こ
と
は
、ま
ず
そ
れ
か
ら
で
す
。
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《
佳　
作
》人

種
差
別
の
な
い
世
界
へ

三
木
東
中
学
校　
一
年　
福
井　
暁
大

　　
み
な
さ
ん
は
人
種
差
別
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
人
種
差
別
と
は
同
じ
人
間
で
あ
り
な

が
ら
も
言
語
や
文
化
、は
だ
の
色
な
ど
で
人
権
を
区
別
す
る
こ
と
で
す
。僕
は
人
種
差
別
に
つ
い
て
反

対
で
す
。な
ぜ
か
と
い
う
と
何
も
罪
を
犯
し
て
い
な
い
の
に
見
た
目
や
は
だ
の
色
で
差
別
、虐
待
さ
れ
る

人
が
多
く
い
る
か
ら
で
す
。

　　
僕
は
幼
稚
園
の
こ
ろ
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
て
、先
生
や
生
徒
に
い
ろ
い
ろ
な

国
籍
の
人
が
い
た
け
れ
ど
、差
別
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
後
日
本
人
学
校
に
通
い
始
め
て

も
外
国
人
の
子
や
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
た
け
れ
ど
、差
別
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。自

分
は
外
国
人
と
い
う
立
場
で
街
を
歩
い
て
い
て
も
、現
地
の
人
た
ち
は
優
し
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。

知
っ
て
い
る
日
本
語
の
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
た
り
、日
本
の
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
り
し
て
く

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。ま
た
、サ
ッ
カ
ー
の
レ
ッ
ス
ン
で
も
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
た
ち
と
一
緒
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
が
僕
に
と
っ
て
の
普
段
の
生
活
で
し
た
。
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で
も
、友
だ
ち
が
日
本
の
学
校
に
体
験
入
学
し
た
と
き
に
、日
本
の
学
校
は
言
葉
遣
い
が
あ
ら
い
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。だ
か
ら
、僕
は
日
本
の
中
学
校
に
来
る
前
ま
で
、ハ
ー
フ
だ
か
ら
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に

嫌
が
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
心
配
で
し
た
。し
か
し
、日
本
の
中
学
校
に
行
っ
て
み
た
ら
全
然
僕
の
国

籍
や
人
種
に
つ
い
て
話
す
人
は
い
な
く
て
と
て
も
安
心
し
ま
し
た
。

　　
僕
は
よ
く
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
人
種
差
別
に
つ
い
て
の
問
題
を
見
か
け
ま
す
。最
近
見
た

ニ
ュ
ー
ス
で
は
黒
人
を
白
人
が
虐
待
し
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。黒
人
は
昔
ど
れ
い
と
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
。し
か
し
、何
年
後
か
に
ど
れ
い
と
し
て
使
わ
れ
な
く
な
り
、普
通
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。そ
れ
で
も
人
種
差
別
を
禁
止
す
る
法
律
が
成
立
し
た
あ
と
で
さ
え
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

黒
人
と
白
人
を
分
け
る
人
種
の
隔
離
が
続
き
ま
し
た
。今
で
も
偏
見
や
差
別
が
続
い
て
い
ま
す
。差
別

は
日
本
国
内
で
も
存
在
し
て
い
ま
す
。そ
れ
は
女
性
を
は
じ
め
と
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
や
子
ど
も
や

高
齢
者
に
対
す
る
人
権
侵
害
、障
が
い
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
な
ど
の
感
染
者
に
関
す
る
人
権
問
題
な
ど
で

す
。人
種
差
別
は
ス
ポ
ー
ツ
で
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。僕
の
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
の
サ
ッ
カ
ー
で
も
人
種
差

別
は
起
き
て
い
て
、試
合
で
相
手
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
選
手
の
こ
と
を

「
さ
る
」
な
ど
の
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
し
て
、選
手
の
こ
と
を
ひ
ど
く
例
え
て
差
別
を
し
て
い
ま
し
た
。自
分
の
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
で

も
差
別
が
さ
れ
て
い
る
の
が
と
て
も
悲
し
か
っ
た
で
す
。人
種
差
別
を
解
決
す
る
に
は
「
子
ど
も
の
こ
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ろ
か
ら
い
ろ
ん
な
国
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
」
、「
自
分
が
次
の
世
代
の
た
め
に
正
し

い
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
」
、「
相
手
を
理
解
し
尊
重
す
る
こ
と
」
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に

自
分
も
社
会
に
生
き
る
一
員
と
し
て
言
動
に
気
を
付
け
て
相
手
の
こ
と
を
思
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う

に
努
め
た
い
で
す
。
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《
佳　
作
》学

べ
る
こ
と
の
幸
せ

緑
が
丘
中
学
校　
三
年　
天
羽　
恵
莉
菜

　　
「
あ
な
た
が
勉
強
を
頑
張
る
理
由
を
作
文
し
な
さ
い
」
こ
の
塾
の
宿
題
に
私
は
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま

し
た
。勉
強
を
頑
張
る
理
由…

テ
ス
ト
で
良
い
点
を
と
り
、志
望
校
に
合
格
し
、将
来
の
夢
を
叶
え
る

た
め
。そ
ん
な
言
わ
ず
と
も
分
か
る
よ
う
な
、浅
は
か
な
理
由
し
か
思
い
浮
か
ば
ず
、こ
こ
最
近
ず
っ
と

考
え
て
し
ま
い
ま
す
。私
は
こ
の
人
権
作
文
を
通
し
て
、こ
れ
か
ら
私
が
勉
強
を
頑
張
る
理
由
を
見
つ

け
ら
れ
た
ら
、と
思
い
ま
す
。

　　
私
は
ま
ず
始
め
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
勉
強
を
頑
張
る
理
由
」
と
調
べ
て
み
ま
し
た
。す
る
と
、

「
論
理
的
思
考
の
能
力
を
鍛
え
る
た
め
」
や
「
問
題
を
分
析
し
、解
決
策
を
見
い
だ
す
た
め
」
な
ど
、

他
に
も
た
く
さ
ん
の
答
え
が
で
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、こ
れ
を
目
標
に
勉
強
を
頑
張
れ
る
か
、と
い
わ

れ
る
と
私
に
は
難
し
そ
う
で
す
。次
に

「
勉
強
を
頑
張
る
理
由
は
何
だ
と
思
う
？
」
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と
身
近
な
人
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。多
く
の
人
は
私
と
同
じ
で

「
良
い
高
校
」
「
将
来
」
と
い
う
ワ
ー

ド
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、こ
ん
な
言
葉
も
あ
り
ま
し
た
。

　　
「
学
べ
る
、と
い
う
こ
と
だ
け
で
幸
せ
じ
ゃ
な
い
か
」
こ
の
言
葉
が
私
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。私
は
、始
め
に
述
べ
た
理
由
で
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
こ
と
自
体
、

そ
こ
ま
で
前
向
き
で
は
な
か
っ
た
、だ
か
ら
こ
そ
、こ
の
言
葉
が
す
ご
く
響
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、こ
の

言
葉
の
意
味
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。「
学
べ
る
」
こ
と
が
幸
せ
な
ら
裏
返
し
、学
べ
な
い
人
が

い
る
現
実
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。「
全
て
の
子
ど
も
に
教
育
を
う
け
る
権
利
が
あ
る
」
と
い
う
こ

ど
も
の
権
利
条
約
の
も
と
、日
本
で
の
識
字
者
数
は
、ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン
ト
と
言
わ
れ
て
お
り
、ほ
ぼ

全
て
の
子
ど
も
が
勉
強
に
励
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。と
こ
ろ
が
、世
界
の
十
五
歳
以

上
の
非
識
字
者
の
数
は
七
億
八
千
万
人
以
上
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
数
字
は
日
本
の
総
人
口

の
約
七
倍
で
す
。そ
れ
ぐ
ら
い
た
く
さ
ん
の
人
が
権
利
が
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、勉
強
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。七
億
八
千
万
人
の
内
、約
三
分
の
二
は
女
の
子
で
あ
る
そ
う
で
す
。そ

う
い
っ
た
現
実
に
声
を
挙
げ
た
一
人
の
女
性
が
い
ま
し
た
。マ
ラ
ラ
・ユ
ス
フ
ザ
イ
さ
ん
で
す
。マ
ラ
ラ

さ
ん
は
、「
イ
ス
ラ
ム
の
教
え
に
反
す
る
」
と
言
わ
れ
、女
性
が
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
な

い
地
域
に
生
ま
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
て
マ
ラ
ラ
さ
ん
は
十
一
歳
の
と
き
に
、女
性
へ
の
教
育
の
必

要
性
や
平
和
を
訴
え
る
活
動
を
始
め
た
そ
う
で
す
。し
か
し
、そ
の
活
動
に
よ
っ
て
、彼
女
が
十
五
歳
の
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と
き
銃
で
撃
た
れ
て
し
ま
い
ま
す
。奇
跡
的
に
一
命
を
と
り
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、Ｔ
Ｔ
Ｐ

(
パ
キ
ス
タ
ン
、タ
リ
バ
ー
ン
運
動
)
は
再
び
こ
の
少
女
の
命
を
狙
う
と
予
告
し
ま
し
た
。私
は
こ
の
話

を
知
っ
た
と
き
、な
ん
て
理
不
尽
で
な
ん
て
悲
し
い
世
界
な
ん
だ
ろ
う
、と
思
い
ま
し
た
。皆
さ
ん
も

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。自
分
た
ち
と
年
齢
の
変
わ
ら
な
い
少
女
が
、命
を
か
け
て
世
界
に
抗
っ
て

い
る
の
で
す
。女
性
が
教
育
を
受
け
る
た
め
に
。私
に
は
そ
ん
な
勇
気
、少
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。で
も
、

そ
う
他
人
事
だ
と
捉
え
て
、世
界
の
現
状
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。マ
ラ
ラ
さ

ん
の
ス
ピ
ー
チ
に
こ
ん
な
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
「
ペ
ン
は
剣
よ
り
も
強
し
。一
人
の
子
ど
も
、一
人
の

教
師
、一
冊
の
本
、そ
し
て
一
本
の
ペ
ン
が
世
界
を
変
え
ら
れ
る
」
確
か
に
「
そ
う
だ
な
あ
」
と
思
い
ま

し
た
。そ
こ
で
、私
な
り
に
こ
の
ス
ピ
ー
チ
(
言
葉
)
を
解
釈
し
て
み
ま
し
た
。「
ペ
ン
は
剣
よ
り
も
強

し
」
実
際
に
ペ
ン
で
は
剣
な
ど
の
武
力
に
は
勝
て
ま
せ
ん
。し
か
し
、ペ
ン
が
あ
る
こ
と
で
、字
を
、言
葉

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。非
識
字
者
の
方
は
、字
や
言
葉
が
分
か
ら
な
い
が
故
に
、自
分
た
ち
が
従

う
だ
け
の
残
酷
な
現
実
を
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
ん
な
不
条
理
に
抗
え
る
の
が
字

で
す
。言
葉
で
す
。ペ
ン
で
す
。た
っ
た
一
本
の
ペ
ン
が
一
人
の
子
ど
も
の
未
来
を
変
え
る
ん
で
す
。そ

れ
っ
て
本
当
に
す
ご
い
と
思
う
分
、私
た
ち
は
も
の
す
ご
く
幸
せ
な
ん
だ
ね
、と
妹
と
話
し
て
い
ま
し

た
。す
る
と
、私
た
ち
も
数
年
前
、イ
ン
ド
へ
行
く
伯
母
に
た
く
さ
ん
の
ペ
ン
を
預
け
た
こ
と
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。ま
だ
小
さ
か
っ
た
為
、記
憶
が
曖
昧
だ
っ
た
の
で
お
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。話
に
よ
る
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と
、私
た
ち
が
あ
ず
け
た
ペ
ン
は
学
校
へ
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
ら
し
く
、と
て
も

喜
ん
で
い
た
よ
、と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。私
は
知
ら
ず
の
内
に
、誰
か
の
力
に
な
れ
て
い
た
こ
と

を
知
り
、す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。私
に
と
っ
て
は
た
っ
た
一
本
で
も
、義
務
の
教
育
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、世
界
中
の
誰
か
に
と
っ
て
は
、か
け
が
え
の
な
い
一
本
で
、学
べ
る
こ
と
は
幸
せ
。だ
か
ら
、私
は

こ
れ
か
ら
、自
分
の
意
思
で
少
し
ず
つ
で
も
世
界
の
理
不
尽
へ
抗
っ
て
い
る
少
年
少
女
た
ち
へ
、ペ
ン

と
い
う
最
強
の
武
器
で
、彼
ら
の
味
方
に
な
り
た
い
で
す
。け
れ
ど
、イ
ン
ド
へ
行
く
こ
と
は
簡
単
で
は

な
い
の
で
、書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
や
募
金
。そ
う
い
っ
た
小
さ
な
今
の
私
に
で
き
る
精
一
杯
の
行
動
、思

い
を
ず
っ
と
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。そ
し
て
も
う
一
つ
。学
べ
る
こ
と
の
幸
せ
に
感
謝
し
て
、将

来
得
た
知
識
や
思
考
力
を
誰
か
の
た
め
に
使
い
た
い
で
す
。例
え
ば
、ペ
ン
で
は
な
く
剣
を
も
た
さ
れ

る
少
年
の
た
め
に
。例
え
ば
、世
界
の
理
不
尽
に
抗
う
少
女
の
た
め
に
。こ
れ
が
私
が
勉
強
を
頑
張
る

理
由
で
す
。
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《
奨
励
賞
》(
令
和
六
年
度
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
明
石
・三
木
地
区
予
選
奨
励
賞
)

言
葉
と
人
種
差
別

三
木
中
学
校　
一
年　
福
本　
真
人

　　
皆
さ
ん
は
人
種
差
別
に
つ
い
て
、考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。人
種
差
別
と
は
生
ま
れ
た
国
や

肌
の
色
の
違
い
な
ど
で
差
別
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。人
種
差
別
は
世
界
全
体
の
人
権
問
題
で
、二

〇
二
〇
年
五
月
に
は
黒
人
の
ジ
ョ
ー
ジ
・フ
ロ
イ
ド
さ
ん
が
白
人
の
警
官
に
よ
り
命
を
奪
わ
れ
る
と
い

う
事
件
が
ア
メ
リ
カ
で
起
き
、世
界
中
で
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。世
界
全
体
の
問
題
と
も
な
る

と
簡
単
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
人
種
差
別
の

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
人
種
差
別
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
近
づ
く
と
思
い
ま
す
。

　　
僕
が
な
ぜ
、こ
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
よ
う
と
思
っ
た
か
と
い
う
と
、そ
れ
は
学
校
で
の
出
来
事
が

き
っ
か
け
で
す
。僕
が
小
学
生
だ
っ
た
頃
、僕
の
ク
ラ
ス
に
外
国
か
ら
の
転
校
生
が
来
ま
し
た
。そ
の

子
は
日
本
語
が
分
か
ら
ず
、通
訳
の
先
生
と
一
緒
に
授
業
を
受
け
た
り
日
本
語
の
勉
強
を
し
た
り

し
て
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。あ
る
日
、学
校
の
誰
か
が
そ
の
子
に
、ひ
ど
い
言
葉
を
教
え
て

い
る
光
景
を
目
に
し
ま
し
た
。そ
の
子
は
日
本
語
が
分
か
ら
な
い
の
で
教
え
て
も
ら
っ
た
と
お
り
に
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覚
え
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。そ
れ
を
見
て
い
た
周
り
の
友
だ
ち
は
注
意
せ
ず
に
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

僕
は
い
や
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　　
言
葉
は
ふ
し
ぎ
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。優
し
い
言
葉
や
正
し
い
言
葉
は
人
の
心
を
温
か
く
し
て

く
れ
ま
す
。逆
に
ひ
ど
い
言
葉
を
使
う
と
、使
っ
て
い
た
本
人
も
周
り
の
人
も
、悲
し
い
気
持
ち
に
な

り
、心
は
冷
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　　
ま
た
、学
校
に
入
り
、英
語
の
授
業
が
あ
る
中
で
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、母
国
語
で

は
な
い
言
葉
を
話
す
の
は
と
て
も
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。な
ぜ
な
ら
、母
国
語
で
は
な
い
言
葉
を

話
す
の
に
は
、人
一
倍
勉
強
し
、人
一
倍
努
力
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。僕
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先

生
と
話
を
す
る
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。母
国
語
は
違
う
の
に
伝
え
た
い
こ
と
が
伝
わ
っ
た
時
は
、こ
れ

以
上
な
い
ほ
ど
う
れ
し
い
で
す
。今
思
え
ば
、ど
う
し
て
こ
ん
な
に
楽
し
い
こ
と
に
気
が
付
か
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。実
際
に
外
国
人
の
方
と
一
緒
に
話
す
こ
と
で
、そ
の
楽
し
さ
に
気
付
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、外
国
か
ら
来
た
転
校
生
と
の
出
会
い
に
よ
り
、僕
は
一
つ
一
つ
の
国
に

特
徴
が
あ
り
、い
ろ
い
ろ
な
文
化
や
性
質
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　　
し
か
し
、こ
の
世
の
中
に
は
、人
種
差
別
を
し
て
い
る
人
、さ
れ
て
い
る
人
が
ま
だ
ま
だ
い
る
と
思
い

ま
す
。差
別
し
て
い
る
人
に
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
当
た
り
前
な
の
だ
か
ら
、自
分
が
さ
れ
て
ど
う
思

う
か
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。さ
れ
て
る
人
に
は
、人
種
差
別
さ
れ
る
理
由
な
ん
か
な
い
ん
だ
、
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そ
の
ま
ま
の
自
分
で
い
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　　
人
種
差
別
を
な
く
す
に
は
、人
種
差
別
に
つ
い
て
理
解
す
る
、そ
の
人
の
個
性
、特
徴
を
知
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。こ
の
二
つ
を
う
ま
く
尊
重
し
て
い
け
ば
自
然
と
人
種
差
別
は
な
く
な
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

　　
僕
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
個
性
、一
つ
一
つ
が
尊
重
さ
れ
る
世
界
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。人
種
差
別
は
い
け
な
い
こ
と
な
ん
だ
と
一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。僕
は
中
学
校
で
積
極
的
に
英
語
や
外
国
の
文
化
を
学
び
、国
籍
や
人
種
を
超
え
て
、こ

れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。世
の
中
の
人
が

相
手
を
思
い
や
り
、毎
日
使
う
言
葉
、人
の
心
を
動
か
す
言
葉
を
た
く
さ
ん
使
う
こ
と
が
、み
ん
な

幸
せ
に
な
り
、世
の
中
か
ら
差
別
を
な
く
す
一
歩
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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《
優
秀
賞
》子

ど
も
と
親
の
向
き
合
い
方

別
所
中
学
校　
Ｐ
Ｔ
Ａ　
宮
﨑　
綾
美

　　
我
が
子
に
あ
る
日
突
然
、

「
も
う
私
、学
校
に
は
行
き
た
く
な
い
。」

と
言
わ
れ
た
ら
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
。子
ど
も
が
も
う
一
度
笑
顔
を
取
り
戻
し
学
校
生
活
に

復
帰
で
き
る
こ
と
を
願
い
、親
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
ば
よ
い
か
必
死
に
模
索
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。子
ど
も
が
精
神
的
に
辛
い
場
面
に
直
面
し
た
時
、親
は
子
ど
も
の
思
い
を
全
て
受
け
止

め
、常
に
味
方
で
あ
り
続
け
る
姿
勢
が
子
ど
も
の
心
の
支
え
に
な
る
と
私
は
考
え
ま
す
。

　　
私
の
娘
は
、小
学
校
六
年
生
の
時
に
不
登
校
に
な
り
ま
し
た
。娘
は
小
さ
い
頃
か
ら
明
る
く
活
発
な

性
格
で
、学
校
の
ク
ラ
ス
の
中
で
も
比
較
的
目
立
つ
存
在
で
し
た
。下
校
後
は
毎
日
の
よ
う
に
何
人
か

の
友
だ
ち
が
家
に
遊
び
に
来
て
く
れ
て
、声
を
上
げ
て
笑
い
な
が
ら
庭
を
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の

【
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
一
般
の
部
】
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光
景
は
と
て
も
微
笑
ま
し
く
、娘
が
友
だ
ち
に
恵
ま
れ
、そ
し
て
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
て
い
る
こ

と
に
私
は
安
心
感
を
得
て
い
ま
し
た
。

　　
娘
が
六
年
生
に
な
っ
た
頃
か
ら
、今
ま
で
家
に
遊
び
に
来
て
い
た
友
だ
ち
を
見
か
け
る
機
会
が
少
な

く
な
り
、家
に
一
人
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。最
近
は
学
校
で
の
で
き
こ
と
も
私
に
話
を

し
な
く
な
っ
た
な
と
不
審
に
思
い
、

「
そ
う
い
え
ば
、最
近
学
校
ど
う
？
〇
〇
ち
ゃ
ん
た
ち
最
近
家
に
遊
び
に
こ
な
い
け
ど
何
か
あ
っ
た
の
？
」

と
、娘
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
別
に
何
で
も
な
い
よ
。た
だ
、最
近
遊
ば
な
く
な
っ
た
だ
け
」

と
、素
気
な
く
娘
は
返
答
し
ま
し
た
。私
も
そ
の
時
、女
の
子
同
士
は
気
の
合
う
友
だ
ち
グ
ル
ー
プ
を

作
っ
て
行
動
す
る
し
、グ
ル
ー
プ
も
流
動
的
に
変
わ
る
場
合
も
あ
る
。高
学
年
の
女
の
子
に
は
よ
く
あ

る
こ
と
か
な
と
、そ
の
程
度
に
考
え
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
も
普
段
は
明
る
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、

何
気
な
い
時
の
表
情
が
暗
く
、何
か
影
を
落
と
し
た
よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
。流
石
に
娘
の
様
子
が
お

か
し
い
と
思
い
、娘
と
二
人
き
り
に
な
っ
た
際
に
、

「
や
っ
ぱ
り
何
か
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
様
子
が
変
だ
し
何
で
も
い
い
か
ら
今
自
分
が
思
っ
て
い
る
こ

と
を
話
し
て
く
れ
て
い
い
ん
だ
よ
」
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と
優
し
く
声
を
か
け
、共
感
的
な
姿
勢
で
尋
ね
て
み
ま
し
た
。す
る
と
娘
は
急
に
力
が
抜
け
た
よ
う
に

床
に
座
り
込
み
、顔
を
俯
け
て
ボ
ロ
ボ
ロ
涙
を
溢
し
な
が
ら
話
し
始
め
ま
し
た
。

「
マ
マ
、私
も
う
学
校
に
は
行
き
た
く
な
い
。友
だ
ち
か
ら
も
避
け
ら
れ
て
い
て
、グ
ル
ー
プ
の
輪
に
も
入
れ

な
い
。学
校
で
一
人
で
過
ご
す
の
が
し
ん
ど
い
」

　　
そ
の
言
葉
は
衝
撃
的
で
し
た
。私
は
娘
が
毎
日
楽
し
く
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い

ま
し
た
。娘
が
出
し
て
い
た
些
細
な
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
に
気
付
け
な
か
っ
た
こ
と
が
悲
し
く
、親
と
し
て
情

け
な
い
思
い
で
し
た
。一
人
の
時
間
が
娘
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
寂
し
く
孤
独
だ
っ
た
の
か
、そ
の
思
い
を

一
人
で
抱
え
込
む
こ
と
が
ど
ん
な
に
苦
痛
だ
っ
た
の
か
。娘
の
気
持
ち
を
想
像
す
る
だ
け
で
、胸
が
張

り
裂
け
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
こ
と
を
機
に
娘
は
不
登
校
に
な
り
ま
し
た
。学
校
を
休
む
こ
と
で

娘
は
精
神
的
に
楽
に
な
る
と
私
は
考
え
ま
し
た
が
、家
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
た
こ
と
で
人
と
の
関
わ

り
の
機
会
が
減
少
し
、娘
は
明
る
さ
を
取
り
戻
す
ど
こ
ろ
か
孤
独
を
深
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。私

は
娘
の
学
校
生
活
復
帰
へ
の
思
い
に
焦
り
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、二
人
で
遊
び
に
出
か
け
た
り
家
で

勉
強
を
一
緒
に
し
た
り
と
、娘
が
や
り
た
い
と
思
え
る
こ
と
を
で
き
る
よ
う
に
過
ご
し
ま
し
た
。娘
の

表
情
に
も
笑
顔
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、根
本
的
な
解
決
に
は
至
ら
ず
、不
登
校
に
な
っ
た
自
分

自
身
に
罪
悪
感
を
抱
き
続
け
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
時
、娘
が
自
身
で
調
べ
、不
登
校
の
子
ど
も
と
親
の
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居
場
所
と
し
て
開
放
し
て
い
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
存
在
を
知
り
、行
っ
て
み
た
い
と
私
に
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。最
初
は
人
の
輪
の
中
に
ま
た
入
れ
る
の
か
不
安
に
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、物
作
り
や

料
理
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
等
を
通
し
て
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
自
信
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　　
今
、娘
は
転
校
し
、友
だ
ち
と
何
気
な
い
会
話
を
し
て
笑
い
合
っ
た
り
、勉
強
や
部
活
に
励
ん
だ
り
と
、

自
分
自
身
が
思
い
描
い
て
い
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。そ
れ
は
不
登
校
期
間
に
親

子
間
で
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、心
の
充
電
期
間
を
設
け
た
こ
と
で
、自
分
か
ら
行
動
し
た
い
と
思

え
る
よ
う
に
な
れ
た
か
ら
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。子
ど
も
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、人
と
の
関
わ
り
で
す
。

一
人
で
は
孤
独
の
暗
闇
を
抜
け
出
す
こ
と
は
非
常
に
苦
し
く
困
難
な
こ
と
で
あ
り
、周
囲
の
人
間
が

手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。ま
た
、フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
多
様
化
し
た
個
々
の
子
ど
も
に
応

じ
た
居
場
所
の
確
保
も
重
要
視
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　　
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
笑
顔
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
は
、一
番
近
く
で
見
守
る
親
や
周
囲
の

人
間
が
子
ど
も
の
視
線
に
合
わ
せ
て
物
事
を
考
え
、行
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、子
ど
も

と
向
き
合
い
続
け
る
こ
と
が
、そ
の
子
自
身
の
自
分
ら
し
さ
を
導
く
糸
口
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。こ
れ
か
ら
も
私
は
、我
が
子
の
一
番
の
味
方
で
あ
り
続
け
た
い
で
す
。
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《
優
良
賞
》子

ど
も
の
人
権

自
由
が
丘
東
小
学
校　
Ｐ
Ｔ
Ａ　
渡
　
令
奈

　　
近
年
、大
人
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
人
権
侵
害
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

親
に
よ
る
虐
待
行
為
、学
校
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
い
じ
め
な
ど
、様
々
な
形
で
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が

脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
で
は
、「
子
ど
も
の
人
権
侵
害
と
は
、一
体
何
な
の
か
」
そ
れ
を
考
え
た
と
き
に
、自
分
自
身
の
子
育

て
を
振
り
返
り
ま
し
た
。そ
う
す
る
と
、私
自
身
も
子
ど
も
を

「
否
定
し
て
い
る
」
こ
と
に
気
付
い
た

の
で
す
。例
え
ば
、子
ど
も
が
食
事
中
に
お
味
噌
汁
を
こ
ぼ
し
た
と
き
に

「
何
し
て
る
の
？
」

「
気
を
つ
け
て
い
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
」

と
叱
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。し
か
し
、こ
の
お
味
噌
汁
を
こ
ぼ
し
た
の
が
大
人
で
あ
れ
ば
、こ
の
よ
う
な

言
い
方
は
し
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

「
大
丈
夫
で
す
か
？
」

邊邊邊邊
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「
服
は
汚
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
」

な
ど
と
言
い
な
が
ら
相
手
を
気
遣
っ
た
り
、心
配
し
た
り
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、子
ど

も
が
学
校
に
宿
題
や
筆
記
用
具
を
忘
れ
た
と
き
、

「
学
校
出
る
と
き
に
確
認
し
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
」

「
何
回
目
な
の
？
」

 

と
、く
ど
く
ど
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、そ
の
相
手
が
大
人
で
あ
れ
ば
、

「
大
丈
夫
で
す
よ
」

「
次
で
構
い
ま
せ
ん
よ
」

と
、笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
話
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　　
親
子
の
間
で
は
、こ
の
よ
う
な
理
不
尽
な
で
き
ご
と
が
毎
日
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、私
た

ち
親
や
大
人
は
そ
れ
を
理
不
尽
だ
と
思
わ
な
い
の
で
す
。何
故
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
と
考
え
れ

ば
、「
親
」
「
大
人
」
と
い
う
権
威
的
な
立
場
に
甘
え
て
い
る
か
ら
で
す
。子
ど
も
は
弱
い
存
在
で
あ
り
、

親
や
大
人
は
圧
倒
的
な
権
力
者
で
す
。親
に
は
「
子
ど
も
の
た
め
。し
つ
け
の
た
め
」
と
い
う
強
い
思
い

込
み
が
あ
る
か
ら
平
気
な
の
で
す
。し
か
し
、そ
れ
は
た
だ
の
言
い
訳
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。本
当
は
、相
手

が
自
分
よ
り
も
弱
い
か
ら
で
す
。弱
い
相
手
を
一
方
的
に
攻
撃
す
る
、い
じ
め
な
の
で
す
。こ
れ
は
、親

や
大
人
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
人
権
侵
害
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
よ
う
な
経
験
を
し
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た
子
ど
も
は
、弟
や
妹
、ク
ラ
ス
の
弱
い
子
を
い
じ
め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。親
が
「
強
い
も
の
は
、強
く

言
っ
て
い
い
」
と
教
え
て
い
る
の
で
す
。

　　
学
校
や
職
場
な
ど
、社
会
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
い
じ
め
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、人
権
侵
害
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、昔
は
「
人
間
関
係
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、あ
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
」
く
ら
い
の
認

識
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。子
ど
も
に
ひ
ど
い
言
葉
を
ぶ
つ
け
る
親
た
ち
、理
不
尽
な
振
る
舞
い
を

し
続
け
る
大
人
た
ち
、誰
一
人
と
し
て
自
分
が
子
ど
も
を
い
じ
め
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。そ
れ
で

は
駄
目
な
の
で
す
。子
ど
も
の
尊
い
、一
回
き
り
の
人
生
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、「
親
で
あ
っ
て
も
、い

じ
め
は
許
さ
れ
な
い
」
と
い
う
認
識
に
至
る
べ
き
な
の
で
す
。私
は
、自
分
自
身
の
子
育
て
を
振
り
返
っ

て
、と
て
も
反
省
し
ま
し
た
。そ
し
て
、人
は
皆
、平
等
で
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
人
権
が
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
ま
し
た
。け
れ
ど
、環
境
や
年
齢
、身
体
能
力
な
ど
は
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、

人
と
し
て
の
尊
敬
の
念
や
、思
い
や
り
、い
た
わ
り
の
心
を
も
っ
て
接
し
て
い
く
の
で
す
。

　　
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、と
て
も
難
し
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、身
近
な
人
や
身
近
な
場

所
で
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。同
じ
人
間
同
士
が
肩
を
並
べ
て
歩
ん
で
い
く
た
め
の
人
と
人

と
の
間
の
権
利
、私
た
ち
が
無
意
識
の
う
ち
に
つ
く
り
出
し
て
い
る
優
劣
の
壁
を
取
り
払
う
こ
と
、自

分
の
価
値
観
を
他
者
に
押
し
付
け
な
い
こ
と
、み
ん
な
同
じ
ひ
と
り
の
人
間
な
の
だ
と
、人
の
心
に
寄

り
添
い
、理
解
し
、認
め
合
う
努
力
こ
そ
が
、「
子
ど
も
の
人
権
」
を
守
り
、「
子
ど
も
の
権
利
保
障
」
に
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つ
な
が
る
大
き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
人
権
に
つ
い
て
、

改
め
て
考
え
る
機
会
を
も
ち
、子
ど
も
と
と
も
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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《
佳　
作
》言

葉
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て吉

川
小
学
校　
Ｐ
Ｔ
Ａ　
森
本　
ま
り
こ

　　
今
の
時
代
に
欠
か
せ
な
い
ほ
ど
、日
常
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
浸
透
し
て
い
ま
す
。私
も
実
際
に
毎

日
の
よ
う
に
利
用
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
ま
す
。

　　
手
軽
に
見
ら
れ
た
り
検
索
も
し
や
す
く
て
便
利
で
す
が
、使
い
か
た
に
よ
っ
て
は
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
る
な
ど
怖
い
一
面
も
あ
り
ま
す
。

　　
人
権
の
こ
と
を
考
え
た
と
き
、耳
に
す
る
こ
と
が
増
え
た
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
誹
謗
中
傷
が
思
い
つ
き
ま
し

た
。

　　
最
近
で
も
、度
重
な
る
誹
謗
中
傷
に
傷
つ
き
、自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
芸
能
人
の
ニ
ュ
ー
ス
を
目

に
し
ま
し
た
。匿
名
を
い
い
こ
と
に
、心
無
い
言
葉
で
攻
撃
す
る
。毎
日
の
よ
う
に
誰
だ
か
分
か
ら
な
い

不
特
定
多
数
の
相
手
か
ら
中
傷
さ
れ
た
ら
誰
だ
っ
て
辛
く
て
嫌
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　　
匿
名
は
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、人
を
傷
つ
け
る
た
め
の
も
の
で
は
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決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　　
数
年
前
よ
り
、世
界
中
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
内
容
も

あ
り
ま
す
。患
者
さ
ん
や
命
が
け
で
治
療
に
携
わ
っ
て
い
る
医
療
関
係
者
へ
向
け
た
誹
謗
中
傷
で
す
。

　　
中
に
は
自
分
本
位
な
行
動
ゆ
え
に
患
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
も
い
ま
す
。ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
て
、

私
も

「
な
ぜ
自
粛
し
て
い
ら
れ
な
い
の
か
？
」
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。け
れ
ど
、だ
か
ら
と
い
っ

て
相
手
に
攻
撃
し
よ
う
と
思
い
ま
せ
ん
。自
分
は
感
染
し
な
い
よ
う
に
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
気
を
つ

け
よ
う
と
思
う
だ
け
で
す
。

　　
誹
謗
中
傷
す
る
人
は
、ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
言
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。も
し
自
分
が
感
染
し

て
、誹
謗
中
傷
を
言
わ
れ
る
と
、あ
の
時
自
分
が
し
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
後
悔
す
る
こ
と
に
な
る
は

ず
で
す
。

　　
自
分
が
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
い
う
不
安
か
ら
の
行
動
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。け
れ
ど
、そ
の
不

安
を
ぶ
つ
け
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。大
変
な
の
は
み
ん
な
同
じ
な
の
で
す
。

　　
令
和
五
年
五
月
八
日
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、五
類
感
染
症
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
、恐
れ
る
こ
と
な
く
一
人
一

人
落
ち
着
い
た
行
動
を
取
っ
て
、世
界
中
か
ら
終
息
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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東
日
本
大
震
災
の
時
、「
放
射
線
が
う
つ
る
」
と
浅
は
か
で
無
責
任
な
情
報
が
ネ
ッ
ト
上
に
広
が
り
、

福
島
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
拒
否
さ
れ
た
と
い
う
話
を
た
く
さ
ん
拝
見
し
ま
し
た
。差
別
や
偏
見
は

暴
力
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　　
ネ
ッ
ト
は
正
し
く
な
い
情
報
す
ら
正
当
化
さ
れ
、被
害
に
あ
う
側
に
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
攻
撃
と

し
て
の
し
か
か
る
の
で
す
。誰
も
が
利
用
で
き
る
か
ら
こ
そ
、そ
こ
に
は
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。無

知
の
情
報
を
載
せ
る
人
も
、そ
の
情
報
を
真(

ま)

に
受
け
る
人
も
、そ
し
て
そ
れ
を
広
め
る
人
も
、

そ
の
言
葉
の
責
任
を
考
え
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　　
私
た
ち
は
、何
気
な
い
言
葉
ひ
と
つ
で
人
を
死
に
追
い
詰
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
事
実
を
忘
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　　
ネ
ッ
ト
で
も
日
常
で
も
、誰
も
が
、誹
謗
中
傷
と
い
っ
た
攻
撃
の
た
め
で
は
な
く
、守
る
た
め
だ
っ
た

り
、良
い
も
の
を
生
み
出
す
た
め
の
「
言
葉
」
を
使
え
る
こ
と
が
と
て
も
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。

　　
そ
し
て
、子
ど
も
も
大
人
も
人
種
も
関
係
な
く
、人
と
し
て
、一
人
一
人
が
自
分
の
言
葉
の
重
さ
と

責
任
を
常
に
考
え
選
ぶ
こ
と
が
人
権
を
守
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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《
佳　
作
》つ

な
が
る
支
援
の
輪

自
由
が
丘
中
学
校　
Ｐ
Ｔ
Ａ　
中
田　
　　
瞳

　　
私
は
以
前
、小
学
生
を
対
象
と
し
た

「
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
ろ
う
！
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に

親
子
で
参
加
し
ま
し
た
。大
学
生
が
開
催
し
て
お
り
、着
ら
れ
な
く
な
っ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
各
自
が
持
参

し
ま
し
た
。

　　
ま
ず
、海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
問
題
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。川
か
ら
海
に
流
れ
込
む
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
量
も
多
く
、生
物
に
悪
い
影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
ゴ
ミ
を
海
の
生
物
が

食
べ
て
し
ま
っ
た
り
、そ
の
ま
ま
長
い
期
間
海
に
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
ゴ
ミ
を
増
や
さ
な
い

よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
参
加
し
た
子
ど
も
と
考
え
、分
か
り
や
す
い
図
で
説
明
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。私
た
ち
が
身
近
に
で
き
る
こ
と
は
、エ
コ
バ
ッ
グ
を
使
い
、レ
ジ
袋
を
使
わ
な
い
よ
う
に

し
て
ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。ま
た
、ま
だ
着
ら
れ
る
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
エ
コ
バ
ッ
グ
に
す
る
と
い
う
こ
と
も

い
い
考
え
だ
と
思
い
ま
し
た
。
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最
初
は
緊
張
し
て
い
た
参
加
者
も
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
が
始
ま
り
ま
し

た
。始
め
に
、Ｔ
シ
ャ
ツ
の
裾
や
袖
を
切
り
、次
に
裾
の
部
分
を
縦
に
同
じ
間
隔
で
切
り
ま
す
。深
さ
を

合
わ
せ
て
最
後
に
裾
を
端
か
ら
す
べ
て
結
び
ま
す
。

　　
学
生
が
一
人
一
人
そ
ば
に
来
て
、や
さ
し
く
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。難
し
い
作
業
で
は
手

伝
っ
て
も
ら
い
、手
順
ど
お
り
作
成
し
ま
し
た
。そ
の
後
、そ
れ
ぞ
れ
の
エ
コ
バ
ッ
グ
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。バ
ッ
グ
の
サ
イ
ズ
は
、子
ど
も
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
の
で
Ｂ
５
サ
イ
ズ
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
し
た
。Ｔ
シ
ャ
ツ
を

再
利
用
し
た
エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
る
の
に
針
や
糸
は
使
わ
ず
に
で
き
る
と
い
う
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。一
人

ず
つ
個
性
が
で
て
い
て
、バ
ッ
グ
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
参
加
者
も
気
に
入
っ
た
様
子
で

し
た
。

　　
こ
の
学
生
た
ち
は
、イ
ベ
ン
ト
の
他
に
も
学
習
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し

た
。小
学
生
や
中
学
生
に
向
け
て
平
等
な
学
習
機
会
を
与
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
活
動
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　　
最
初
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
海
外
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
学
生
が
集
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
身
近
で
で
き
る
こ
と
や
問
題
を
考
え
、学
習
支
援
を
考
え
た
よ
う
で
す
。取
り
組
む
べ
き
課

題
に
対
し
て
す
ぐ
に
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
の
に
は
感
心
し
ま
し
た
。
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学
生
た
ち
は
、子
ど
も
の
宿
題
の
補
助
や
勉
強
を
教
え
る
こ
と
や
交
流
を
大
事
に
し
て
い
る
よ
う

で
す
。そ
し
て
、交
流
を
通
じ
て
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
も
考
え
始
め
た
よ
う
で
す
。

　　
い
ろ
ん
な
背
景
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
安
心
で
き
る
環
境
が
作
ら
れ
て
い
る
の
は
、学
ぶ
だ

け
で
な
く
、温
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
場
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　　
こ
の
学
習
支
援
の
様
子
の
写
真
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。絨
毯
の
上
に
低
く
て
長
い
テ
ー
ブ
ル
が

置
い
て
あ
り
、落
ち
着
い
た
様
子
で
参
加
者
は
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
い
ま
し
た
。持
ち
寄
っ
た
宿
題
な
ど

に
熱
心
に
取
り
組
み
、学
生
が
子
ど
も
の
そ
ば
で
優
し
く
接
し
て
教
え
て
い
ま
す
。写
真
か
ら
は
、穏
や

か
で
ぬ
く
も
り
が
あ
る
空
間
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。同
じ
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
交
流
を
深
め
、こ

う
い
っ
た
環
境
を
仲
間
た
ち
と
作
っ
て
き
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　　
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
る
場
所
は
、子
ど
も
食
堂
だ
そ
う
で
す
。こ
の
子
ど
も
食
堂
で
は
、学
生
た

ち
が
子
ど
も
と
夕
食
を
一
緒
に
食
べ
た
り
、学
習
支
援
の
時
間
ま
で
遊
ん
だ
り
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

勉
強
だ
け
で
は
な
く
、楽
し
く
遊
べ
る
場
に
も
な
っ
て
い
て
、ま
た
通
い
た
く
な
る
よ
う
な
子
ど
も
食
堂

だ
と
思
い
ま
す
。

　　
ま
た
、学
生
が
企
業
に
支
援
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
た
そ
う
で
す
。企
業
か
ら
の
支
援
も

あ
っ
て
世
界
地
図
パ
ズ
ル
や
こ
と
わ
ざ
か
る
た
な
ど
寄
付
を
し
て
も
ら
い
、そ
れ
を
使
っ
て
遊
ん
だ
り
し
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て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
関
心
を
持
ち
、支
援
に
取
り
組
ん
で
支
え
合
い
、つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　　
私
は
子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て
は
詳
し
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
食
堂

に
よ
っ
て
、方
向
性
や
特
徴
が
あ
る
よ
う
で
す
。地
域
活
性
や
学
習
支
援
、体
験
学
習
、世
代
交
流
な

ど
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
場
に
も
な
っ
て
い
る
と
分
か
り
ま
し
た
。

　　
こ
の
学
生
た
ち
が
活
動
し
て
い
る
子
ど
も
食
堂
で
は
、赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
い
ろ
い
ろ
な

世
代
の
人
が
集
ま
り
、地
域
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。障
が
い
の
あ
る
方
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
携
わ
っ
て
お
ら
れ
、穏
や
か
で
共
に
楽
し
み
、一
人
一
人
を
大
切
に
し
て
く
れ
る
よ
う
な

心
地
よ
い
場
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　　
真
っ
す
ぐ
な
思
い
で
共
に
仲
間
た
ち
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
学
生
た
ち
に
は
た
く
さ
ん
教
え

ら
れ
、応
援
し
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。支
援
の
輪
も
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く
未
来
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。卒
業
ま
で
の
学
生
た
ち
の
時
間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、継
続
的
に
学
習
支
援
が

続
く
よ
う
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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《
奨
励
賞
》理

解
と
共
感
の
あ
る
優
し
い
社
会
へ

別
所
小
学
校　
Ｐ
Ｔ
Ａ　
木
下　
紗
也
加

　　
ま
ず
初
め
に
、人
権
は
す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
つ
権
利
で
あ
り
、差
別
は
そ
の
人
の

人
権
を
侵
害
す
る
行
為
で
す
。

　　
私
が
普
段
生
活
し
て
い
て
感
じ
る
こ
と
は
、障
が
い
の
あ
る
人
は
社
会
的
な
差
別
や
偏
見
に
直
面
す

る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　　
私
は
知
的
障
が
い
の
あ
る
叔
父
が
二
人
い
ま
す
。一
人
目
の
叔
父
は
昔
施
設
に
い
ま
し
た
。今
は
周

り
の
人
た
ち
の
支
え
も
あ
り
、同
じ
障
が
い
の
あ
る
何
人
か
で
助
け
合
い
な
が
ら
一
軒
家
で
共
同
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。春
休
み
や
夏
休
み
の
長
い
休
み
が
あ
る
度
に
、叔
父
は
家
に
帰
っ
て
き
て
よ
く
一
緒

に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。私
は
ま
だ
幼
か
っ
た
け
れ
ど
、幼
い
な
り
に
も
障
が
い
の
こ
と
は
あ
る
程
度
理

解
し
て
い
ま
し
た
。よ
く
施
設
の
夏
祭
り
に
も
行
き
ま
し
た
。軽
度
の
障
が
い
の
方
や
重
度
の
障
が
い
の

方
々
、い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。笑
顔
で
ず
っ
と
話
し
か
け
て
く
れ
る
人
や
、く
じ
引
き
で
当
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た
っ
た
景
品
を
く
れ
る
人
も
い
ま
し
た
。本
当
に
み
ん
な
優
し
く
て
私
は
毎
年
そ
の
お
祭
り
に
行
く
の

が
楽
し
み
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　　
二
人
目
の
叔
父
は
知
的
障
が
い
の
中
で
も
最
重
度
で
、病
院
で
し
か
会
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。話
す
こ
と
も
意
思
疎
通
も
全
く
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、月
に
一
度
必
ず
家
族
で
叔
父
の
好
き

な
果
物
と
ジ
ュ
ー
ス
を
持
っ
て
会
い
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。叔
父
は
い
つ
も
飲
み
物
を
一
気
飲
み
し
、食
べ

物
は
一
口
で
パ
ク
リ
と
食
べ
て
い
ま
し
た
。差
し
入
れ
を
持
っ
て
行
っ
て
も
、ほ
ん
の
一
～
二
分
も
あ
れ

ば
す
べ
て
食
べ
終
え
て
い
ま
し
た
。そ
の
度
に
母
が

　　
「
そ
ん
な
に
焦
ら
ん
で
も
誰
も
取
ら
へ
ん
で
～
」

と
言
っ
て
み
ん
な
で
笑
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。そ
ん
な
せ
っ
か
ち
な
叔
父
は
残
念
な
が
ら
三
十
三
歳

と
い
う
若
さ
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。お
葬
式
が
終
わ
っ
た
後
に
、病
院
か
ら
一
歩
も
出
ら
れ
ず
に

毎
日
た
く
さ
ん
の
薬
を
飲
ん
で
い
た
叔
父
に
、母
が
「
弟
は
幸
せ
や
っ
た
ん
か
な
ぁ
」
と
涙
を
流
し
な
が

ら
言
っ
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。当
時
十
三
歳
だ
っ
た
私
の
心
に
と
て
も
重
く
痛
く

響
く
言
葉
で
し
た
。命
の
尊
さ
や
幸
せ
の
在
り
方
に
つ
い
て
、考
え
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
と
な
り
ま
し

た
。

　　
私
は
物
心
が
つ
い
た
頃
か
ら
、障
が
い
の
あ
る
方
々
と
多
く
触
れ
合
っ
て
生
活
し
て
き
た
の
で
、そ
れ

75



が
ご
く
自
然
で
当
た
り
前
で
、特
に
何
も
思
わ
ず
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　　
そ
ん
な
私
が
、小
学
生
の
あ
る
日
に
と
て
も
悲
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。学
校
の
帰
り
道
、目

の
前
に
ダ
ウ
ン
症
の
人
が
い
ま
し
た
。叔
父
宅
の
夏
祭
り
で
い
つ
も
私
に
話
し
か
け
て
く
れ
た
ダ
ウ
ン

症
の
女
の
子
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。そ
の
時
、私
の
周
り
に
い
た
子
が
、

　　
「
あ
の
人
変
じ
ゃ
な
い
？
な
ん
か
怖
く
な
い
？
」

と
言
っ
て
走
り
出
し
ま
し
た
。私
に
は
そ
の
子
が
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
ま
っ
た
く
理
解
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
か
と
、腹
立
た
し
く
、と
て
も
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。し

か
し
、今
思
え
ば
そ
の
当
時
は
ま
だ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
普
及
し
て
お
ら
ず
、障
が
い
に
つ
い
て
の
知
識
も
低
く
、

私
み
た
い
な
環
境
で
育
っ
て
い
な
い
子
か
ら
し
た
ら
、悪
気
が
あ
っ
て
言
っ
た
言
葉
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
な
ぁ
と
も
思
い
ま
す
。

　　
し
か
し
、障
が
い
の
あ
る
人
を
目
の
前
に
す
る
と
、未
だ
に
好
奇
な
目
で
見
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。今
は
い
ろ
い
ろ
な
障
が
い
の
あ
る
人
や
、他
人
に
は
気
付
け
な
い
障
が
い
の
あ
る
人
も
い
ま
す
。

　　
だ
か
ら
こ
そ
、も
っ
と
障
が
い
の
あ
る
方
々
と
触
れ
合
う
機
会
を
設
け
た
り
、大
人
か
ら
子
ど
も
た

ち
に
こ
ん
な
病
気
や
障
が
い
が
あ
る
ん
だ
よ
と
教
え
て
い
け
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

　　
障
が
い
に
つ
い
て
、皆
が
も
っ
と
理
解
を
深
め
、誰
も
が
受
け
入
れ
、支
え
あ
え
る
優
し
い
世
の
中
に
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な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　　
差
別
を
な
く
す
為
に
は
、私
た
ち
一
人
一
人
の
意
識
と
行
動
が
重
要
で
す
。

　　
ま
ず
は
自
分
か
ら
変
え
て
い
く
こ
と
で
明
る
い
未
来
を
築
く
た
め
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
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(
明
石
・三
木
地
区
予
選　
優
秀
賞
)

優
し
い
社
会
へ

三
木
中
学
校　
二
年　
久
米　
杏
里
紗

　　
「
大
丈
夫
で
す
か
」

そ
の
言
葉
は
と
て
も
勇
気
の
い
る
言
葉
で
す
。

　　
あ
る
日
、私
は
友
だ
ち
と
公
園
で
遊
ぼ
う
と
二
人
で
歩
い
て
い
ま
し
た
。公
園
に
着
く
と
、公
園
の
ト

イ
レ
の
前
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
し
た
。お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
軽
く
あ
い
さ
つ
を
し
て
そ
の
場
を
通
り
過

ぎ
ま
し
た
が
、何
と
な
く
気
に
な
っ
た
の
で
私
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
方
を
振
り
返
り
ま
し
た
。す
る
と
、

さ
っ
き
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ト
イ
レ
の
前
に
あ
る
段
差
を
上
る
こ
と
が
で
き
ず
、困
っ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。私
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
声
を
か
け
よ
う
か
迷
い
ま
し
た
。急
に
声
を
か
け
て
驚
い
た
り
し
な
い
か
な
。

声
を
か
け
る
に
し
て
も
な
ん
て
声
を
か
け
よ
う
か
、と
心
の
中
で
考
え
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
友
だ
ち
に

「
あ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、段
差
上
が
ら
れ
へ
ん
の
か
な
。手
す
り
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
か
な
」

と
話
し
ま
し
た
。し
ば
ら
く
様
子
を
見
て
い
ま
し
た
が
、や
っ
ぱ
り
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
手
す
り
が
あ
っ
て
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も
段
差
を
上
る
こ
と
が
難
し
そ
う
で
し
た
。そ
こ
で
勇
気
を
も
っ
て
、

「
大
丈
夫
で
す
か
。何
か
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
あ
り
ま
す
か
」

と
友
だ
ち
と
二
人
で
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
声
を
か
け
ま
し
た
。お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
急
に
声
を
か
け
ら

れ
て
少
し
驚
い
た
よ
う
で
し
た
が
、

「
じ
ゃ
あ
、手
を
か
し
て
く
れ
る
？
」

と
言
い
ま
し
た
。私
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
持
っ
て
い
た
鞄
を
手
に
持
ち
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
を
友
だ
ち

と
二
人
で
握
っ
て
一
緒
に
段
差
を
上
り
ま
し
た
。お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
笑
顔
で
、

「
あ
り
が
と
う
。助
か
っ
た
わ
」

と
言
い
、ト
イ
レ
に
入
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、ト
イ
レ
か
ら
出
ら
れ
て
か
ら
も
さ
っ
き
と
同
じ
よ
う
に
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
を
握
り
、無
事
に
ト
イ
レ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
私
と
友
だ

ち
に
、

「
中
学
生
。何
の
部
活
に
入
っ
て
い
る
の
？
」

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
し
て
帰
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
帰
ら
れ
た
あ
と
に
友
だ
ち
と

勇
気
を
出
し
て
声
を
か
け
て
よ
か
っ
た
と
話
し
ま
し
た
。

　　
知
ら
な
い
人
に
声
を
か
け
る
の
は
と
て
も
勇
気
が
い
る
こ
と
で
す
。気
づ
い
て
い
て
も
声
を
か
け
る
こ
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と
が
で
き
ず
に
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。で
も
ほ
ん
の
少
し
勇
気
を
出

す
こ
と
で

「
優
し
い
社
会
」
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
「
優
し
い
社
会
」
を
つ
く

る
に
は
私
は
ま
ず
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
で
今
ま
で

気
づ
け
な
か
っ
た
こ
と
に
も
少
し
は
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。ま
た
、気
づ
く

だ
け
で
は
な
く
、行
動
に
移
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。「
優
し
い
社
会
」
に
は
、お
互
い
が
思
い
や

り
を
持
つ
こ
と
と
、お
互
い
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　　
私
は
こ
れ
か
ら
大
き
な
声
で
学
校
や
地
域
の
人
た
ち
に
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
で
顔
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
地
域
の
人
た
ち
と
の
関
わ
り
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　　
そ
し
て
、顔
を
知
っ
て
も
ら
う
と
、お
互
い
に
気
軽
に
声
を
か
け
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。そ
う
い
っ
た
地
域
と
の
関
わ
り
が
き
っ
と
「
優
し
い
社
会
」
を
つ
く
る
こ
と
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
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(
明
石
・三
木
地
区
予
選　
優
秀
賞
)

思
い
や
り
の
輪

三
木
東
中
学
校　
二
年　
西
岡　
美
湖

　　
み
な
さ
ん
は
普
段
生
活
を
し
て
い
る
中
で
、「
不
自
由
だ
な
ぁ
」
「
な
ん
か
や
り
づ
ら
い
な
ぁ
」
と
感
じ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。今
ま
で
何
不
自
由
な
く
当
た
り
前
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
、怪
我
や
病
気

が
原
因
で
、急
に
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　　
私
は
小
学
三
年
生
の
冬
に
、ス
ト
ー
ブ
の
上
に
置
い
て
あ
っ
た
や
か
ん
に
服
を
引
っ
か
け
て
し
ま
い
、

沸
騰
し
た
お
湯
が
足
の
上
に
こ
ぼ
れ
、右
足
に
大
や
け
ど
を
負
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の

時
、今
ま
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
登
下
校
し
て
い
た
道
も
歩
い
て
通
う
こ
と
が
難
し
く
な
り
、小
学
校

で
の
階
段
の
上
り
下
り
も
辛
く
て
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　　
今
ま
で
当
た
り
前
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
、急
に
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
辛
さ
や
大
変
さ
、今
で

も
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。で
も
、私
が
そ
ん
な
状
態
に
な
っ
た
時
、お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
毎
日
学

校
ま
で
車
で
送
迎
し
て
く
れ
た
り
、友
だ
ち
が
荷
物
を
持
っ
て
く
れ
た
り
し
て
、私
自
身
、周
り
の
優
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し
さ
に
と
て
も
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

　　
ま
た
、四
年
生
の
時
に
は
、授
業
で
車
い
す
・ア
イ
マ
ス
ク
体
験
、点
字
や
白
杖
を
調
べ
た
り
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。な
か
で
も
、ア
イ
マ
ス
ク
体
験
は
、目
隠
し
を
し
な
が
ら
友
だ
ち
に
支
え
ら
れ
て
、

階
段
を
上
り
下
り
し
ま
し
た
。廊
下
に
あ
る
障
害
物
を
手
で
確
認
し
な
が
ら
、慎
重
に
歩
い
た
り
も
し

ま
し
た
。周
り
が
ま
っ
た
く
見
え
な
い
の
が
不
安
で
、怖
い
な
と
感
じ
ま
し
た
が
、友
だ
ち
が
声
を
か
け

な
が
ら
優
し
く
支
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
少
し
安
心
で
き
ま
し
た
。

　　
そ
し
て
も
う
一
つ
。私
は
以
前
、お
母
さ
ん
が
話
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。そ
れ
は
ひ
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
入
院
し
た
時
の
こ
と
で
す
。ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
九
州
に
住
ん
で
い
ま
す
。子
ど
も

二
人
を
連
れ
て
の
見
舞
い
、九
州
と
い
う
遠
方
な
の
で
泊
り
が
け
の
見
舞
い
に
な
る
た
め
大
荷
物
だ
っ

た
そ
う
で
す
。そ
れ
に
加
え
、生
後
七
か
月
の
私
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
乗
っ
て
い
て
、二
歳
年
上
の
兄
は
活

発
で
い
つ
ど
こ
に
い
く
か
分
か
ら
な
い
の
で
手
を
つ
な
い
で
お
く
必
要
も
あ
り
ま
し
た
。博
多
の
駅
は
ス

ロ
ー
プ
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
あ
り
、移
動
に
苦
労
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、乗
り
換
え
て
た

ど
り
着
い
た
田
舎
の
駅
に
は
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
く
、改
札
口
ま
で
は
階
段
を
上
り
下
り
し
な
け
れ
ば

い
け
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。お
母
さ
ん
が
階
段
を
見
上
げ
て
「
さ
あ
、が
ん
ば
ら
な
い
と
」
と
思
っ
た
時
で

し
た
。若
い
男
性
が
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「
ベ
ビ
ー
カ
ー
持
っ
て
上
が
り
ま
し
ょ
う
か
？
」

と
声
を
か
け
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。そ
し
て
、私
が
乗
っ
た
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
階
段
の
上
ま
で
持
っ
て
い
っ
て

く
れ
、そ
の
う
え
、階
段
を
降
り
る
時
も
手
伝
っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。お
母
さ
ん
は
こ
の
男
性
の
思
い

や
り
の
あ
る
行
動
で
、と
て
も
救
わ
れ
、長
旅
の
疲
れ
も
吹
っ
飛
ん
だ
そ
う
で
す
。私
は
、こ
の
話
を
聞

い
て
、と
て
も
優
し
く
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　　
私
も
中
学
生
に
な
り
、最
近
で
は
友
だ
ち
と
出
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。街
中
に
は
困
っ

て
い
る
人
や
、少
し
手
伝
っ
て
く
れ
る
と
助
か
る
な
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。常
に
周
り

に
気
を
配
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
け
れ
ど
、も
し

「
あ
の
人
困
っ
て
い
る
か
も
」

「
少
し
手
伝
っ
て
あ
げ
た
ら
嬉
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

と
気
が
付
く
こ
と
が
あ
れ
ば
、進
ん
で
声
を
か
け
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。本
当
の
気
持
ち
は
本
人

し
か
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、も
し
か
し
た
ら
、手
助
け
が
必
要
で
は
な
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
も
、言
い
出
せ
ず
に
困
っ
て
い
る
人
も
い
る
か

も
し
れ
な
い
し
、私
自
身
、優
し
い
声
か
け
を
し
て
も
ら
っ
て
嬉
し
か
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
、

私
は
思
い
や
り
の
声
か
け
を
進
ん
で
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
「
思
い
や
り
の
輪
」
を
広
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げ
て
、自
分
の
周
り
か
ら
優
し
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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石
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木
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区
予
選　
奨
励
賞
)

自
分
と
は
ち
が
う
か
ら

自
由
が
丘
中
学
校　
一
年　
新
﨑　
奏
心

　　
昔
か
ら
「
人
を
見
た
目
で
判
断
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。誰
し
も
が
「
い
け
な

い
こ
と
」
だ
と
思
っ
て
い
て
、気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。で
す
が
、私
は
人
を
見
た
目
で
判

断
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
す
ご
く
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　　
人
が
初
対
面
の
人
と
出
会
っ
た
時
に
、最
初
に
見
る
部
分
は
ど
こ
か
と
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
私
は
「
見
た
目
」
だ
と
思
い
ま
す
。「
声
」
「
表
情
」
「
性
格
」
な
ど
、人
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
が
あ

り
ま
す
。で
す
が
、最
初
は
や
は
り
「
見
た
目
」
を
気
に
す
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　　
か
わ
い
い
か
ら
、か
っ
こ
い
い
か
ら
、と
い
う
理
由
で
す
べ
て
が
い
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。で
す
が
、

私
自
身
も
、か
っ
こ
い
い
人
、か
わ
い
い
人
は
い
い
よ
う
に
目
に
映
っ
て
し
ま
い
ま
す
。し
か
し
、そ
の
行
為

は
「
人
を
見
た
目
で
判
断
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
繋
が
る
の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
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実
際
に
、そ
の
こ
と
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
の
は
私
が
小
学
三
年
生
の
と
き
、香
川
県
に
あ
る
「
大
島
」

と
い
う
島
に
行
っ
た
と
き
で
す
。そ
の
島
は
「
ハ
ン
セ
ン
病
」
と
呼
ば
れ
る
病
気
を
患
っ
た
人
た
ち
が
隔
離

さ
れ
て
い
た
島
で
あ
っ
た
と
知
り
ま
し
た
。

　　
ハ
ン
セ
ン
病
と
い
う
病
気
は
「
ら
い
菌
」
と
呼
ば
れ
る
菌
に
感
染
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。感
染
し
発

病
す
る
と
、手
足
な
ど
の
神
経
が
麻
痺
し
、痛
い
、熱
い
、冷
た
い
、と
い
っ
た
感
覚
が
な
く
な
り
ま
す
。そ

う
な
る
と
、怪
我
を
し
た
こ
と
に
気
づ
か
ず
、悪
化
す
る
こ
と
で
、手
足
を
切
断
す
る
こ
と
も
あ
り
、見

た
目
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
病
気
で
し
た
。

　　
世
間
で
は
「
気
持
ち
悪
い
」
や
「
自
分
た
ち
と
は
違
う
」
な
ど
と
い
っ
た
差
別
を
患
者
さ
ん
た
ち
は
ひ

ど
く
受
け
ま
し
た
。そ
の
せ
い
で
島
か
ら
身
を
投
げ
て
亡
く
な
っ
た
人
も
い
た
そ
う
で
す
。

　　
ら
い
菌
の
感
染
力
は
弱
い
に
も
関
わ
ら
ず
、大
き
な
誤
解
を
受
け
、長
い
間
差
別
を
受
け
て
い
ま
し

た
。今
で
も
後
遺
症
が
残
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
た
ち
が
数
多
く
い
ま
す
。

　　
私
は
当
時
、さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
見
ま
し
た
が
、「
気
持
ち
悪
い
」
と
い
っ
た
感
情
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
「
怖
い
」
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。自
分
が
知
ら
な
い
世
界
を
見
る
と
い
う
感
覚
で
怖
い
と

感
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　　
今
思
え
ば
、そ
れ
も
「
見
た
目
の
差
別
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。口
に
は
出
さ
な
か
っ
た
け
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ど
、自
分
と
は
違
う
か
ら
と
い
っ
た
感
情
で
、心
の
中
で
は
差
別
を
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　　
も
し
、人
に
少
し
で
も
「
助
け
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、「
気
持
ち
悪
い
」
と
い
う
差
別
が
な

け
れ
ば
、助
か
っ
た
「
命
」
も
数
多
く
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
の
島
に
行
っ
て
生
き
る
意
味

を
考
え
ま
し
た
。そ
し
て
新
し
い
世
界
を
見
て
考
え
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　　
「
人
を
見
た
目
で
判
断
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
大
切
な
こ
と
で
、大
事
に
し
て
い

か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。で
も
す
ご
く
難
し
い
こ
と
だ
と
も
思
い
ま
す
。見
た
目
と
い
う
の
は
人
の
印
象

の
一
つ
で
と
て
も
大
切
で
す
。一
方
で
見
た
目
の
せ
い
で
、あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
失
う
と
い
う
マ
イ
ナ
ス

な
部
分
も
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
私
は
見
た
目
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、生
き
て
い
き
た
い
で
す
。そ
し
て
、ハ
ン

セ
ン
病
の
よ
う
な
見
た
目
の
差
別
を
受
け
て
、亡
く
な
る
人
や
、心
に
深
い
傷
を
負
う
人
を
少
し
で
も

減
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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盲
導
犬
の
大
切
さ

吉
川
中
学
校　
一
年　
國
嶋　
心
琴

　　
去
年
の
秋
、我
が
家
の
柴
犬
が
三
匹
の
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
ま
し
た
。か
わ
い
く
て
手
放
せ
ず
親
に
頼

ん
で
一
匹
を
残
し
、一
緒
に
飼
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。私
は
、暇
さ
え
あ
れ
ば
、犬
の
そ
ば
で
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　　
そ
ん
な
犬
が
大
好
き
な
私
に
「
光
を
く
れ
た
盲
導
犬
」
と
い
う
本
を
母
が
勧
め
て
く
れ
ま
し
た
。パ

ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
、訓
練
士
、ユ
ー
ザ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、誕
生
か
ら
引
退
ま
で
の
一
生
に
関
わ
る
多
く
の

人
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
本
で
す
。「
盲
導
犬
」
と
聞
く
と
お
と
な
し
く
真
面
目
な
犬
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

も
っ
て
い
ま
し
た
が
、実
際
は
向
い
て
い
る
か
向
い
て
い
な
い
か
の
運
だ
け
で
、特
別
に
優
れ
て
い
る
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。人
間
と
同
じ
で
個
性
と
適
性
が
あ
る
だ
け
の
こ
と
で
す
。仕
事
中
は
ハ
ー

ネ
ス
を
つ
け
て
い
ま
す
が
、外
し
て
い
る
と
き
は
、普
通
の
犬
と
同
じ
で
、遊
ん
だ
り
甘
え
た
り
し
て
過

ご
す
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。そ
れ
な
の
に
「
盲
導
犬
は
か
わ
い
そ
う
だ
」
と
、思
わ
れ
が
ち
で
す
。確
か
に
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ハ
ー
ド
な
訓
練
や
仕
事
中
に
事
故
に
あ
っ
て
急
な
ト
ラ
ブ
ル
に
は
対
応
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ

れ
は
、私
た
ち
が

「
あ
の
人
は
盲
導
犬
が
い
る
か
ら
大
丈
夫
」

「
む
や
み
に
声
か
け
を
し
た
ら
ダ
メ
」

な
ど
と
、勝
手
に
思
い
込
ん
で
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
を
考
え
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　　
ま
た
、点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
駐
輪
し
た
り
荷
物
を
置
い
た
り
す
る
人
、歩
き
ス
マ
ホ
で
目
の
前
の
人
に
す

ら
気
づ
か
な
い
人
、目
の
見
え
な
い
人
に
と
っ
て
外
の
世
界
は
想
像
以
上
に
危
険
だ
ら
け
な
の
で
す
。も

し
、町
で
盲
導
犬
を
見
か
け
た
ら
必
要
に
応
じ
て
声
を
か
け
ら
れ
る
人
間
に
な
り
た
い
で
す
。き
っ
と
緊

張
す
る
し
、断
ら
れ
た
ら
気
ま
ず
い
な
と
思
っ
て
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
で

も
、声
を
か
け
る
こ
と
で
、防
げ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
は
、そ
っ
と
見
守
っ
て

「
何
か
お
手
伝
い
す
る
こ
と
あ
り
ま
す
か
？
」

と
声
を
か
け
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　　
こ
の
本
を
読
ん
で
、視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
で
き
る
だ
け
自
立
で
き
る
環
境
を
作
る
の
も
私

た
ち
が
で
き
る
こ
と
の
一
つ
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。今
、社
会
の
中
で
は
ま
だ
ま
だ
入
店
拒
否
や
乗
車

拒
否
な
ど
が
多
い
の
が
現
実
で
す
。こ
れ
は
、周
り
の
人
の
手
助
け
で
ク
リ
ア
で
き
る
こ
と
も
あ
る
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と
知
り
ま
し
た
。ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
行
動
に
移
し
て
い
け
ば
一
つ
一
つ
の
善
意
が
人
か
ら
人
へ
移

り
、住
み
や
す
い
町
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　　
盲
導
犬
は
も
と
も
と
人
間
好
き
な
犬
が
選
ば
れ
る
し
、体
調
管
理
も
さ
れ
て
い
る
し
、何
よ
り
ユ
ー

ザ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
に
愛
情
を
た
っ
ぷ
り
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、か
わ
い
そ
う
な
扱
い
を
受

け
て
い
る
の
で
は
な
い
で
す
。む
し
ろ
、人
間
の
い
や
し
の
存
在
と
な
り
、チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
や
勇

気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。だ
か
ら
、も
し
、「
盲
導
犬
は
か
わ
い
そ
う
だ
」
と
、思
っ
て
い
る
人
が
い
る
な
ら

ば
、「
違
う
よ
」
と
、言
い
た
い
で
す
。盲
導
犬
は
目
の
不
自
由
な
人
の
目
な
の
で
す
。視
覚
障
が
い
者
に

優
し
い
社
会
に
し
て
い
き
、「
も
し
、自
分
の
目
が
見
え
な
く
な
っ
た
ら
」
と
想
像
し
、相
手
の
立
場
に

立
っ
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　　
私
は
、入
学
式
の
日
に
山
中
先
生
が
話
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
他
人
も
大
切

に
し
た
い
で
す
。そ
し
て
、動
物
の
命
も
人
間
と
同
じ
く
ら
い
大
切
な
も
の
だ
か
ら
共
に
生
き
る
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
支
え
あ
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。私
は
、将
来
、人
と
動
物
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
が
で
き
る

職
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。も
っ
と
私
た
ち
一
人
一
人
が
盲
導
犬
に
興
味
を
持
ち
、理
解
す
る
こ

と
で
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
温
か
い
社
会
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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(
明
石
・三
木
地
区
予
選　
奨
励
賞
)

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

三
木
中
学
校　
二
年　
マ
ダ　
ラ
リ
ッ
サ

　　
み
な
さ
ん
は
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　　
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
と
は
、義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
方
、内
部
障
が
い
や
難
病
の
方
、ま
た

は
妊
娠
初
期
の
方
な
ど
、外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
く
て
も
、援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
が
、

周
囲
の
方
に
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、援
助
や
配
慮
を
得
や
す

く
な
る
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
マ
ー
ク
で
す
。

　　
私
は
実
際
に
、電
車
で
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
る
人
を
見
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、周

り
の
人
た
ち
は
声
を
か
け
た
り
助
け
た
り
し
な
い
で
少
し
距
離
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て

　　
「
う
わ
。あ
の
人
障
が
い
者
だ
」

と
ひ
ど
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。
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私
は
、ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
る
人
が
電
車
を
降
り
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
に
声
を
か
け
よ
う
か

す
ご
く
迷
い
ま
し
た
。け
れ
ど
結
局
勇
気
が
出
な
く
て
声
を
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
乗
っ
て

い
た
女
性
が
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
つ
け
た
人
に
、

「
大
丈
夫
で
す
か
。お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
」

と
声
を
か
け
ま
し
た
。す
る
と
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
つ
け
た
人
は
、　

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。と
て
も
助
か
り
ま
し
た
」

と
と
て
も
笑
顔
で
言
い
ま
し
た
。

　　
私
は
声
を
か
け
た
女
性
が
と
て
も
と
て
も
か
っ
こ
よ
く
見
え
ま
し
た
。そ
し
て
勇
気
が
出
な
く
て
、声

を
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
と
て
も
後
悔
し
ま
し
た
。

　　
私
は
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
る
か
ら
と
、避
け
た
り
悪
口
を
言
う
の
は
間
違
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。そ
し
て
声
を
か
け
よ
う
か
迷
っ
た
と
き
は
勇
気
を
出
し
て
声
を
か
け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　　
私
は
以
前
、

　　
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
る
こ
と
で
周
り
の
人
た
ち
か
ら
障
が
い
者
と
し
て
見
ら
れ
る
の
が
怖
い
。

　　
悪
口
を
言
わ
れ
た
り
、避
け
ら
れ
た
り
、健
康
な
人
と
は
違
う
と
思
わ
れ
る
の
が
い
や
」

と
話
し
て
い
る
人
を
見
か
け
ま
し
た
。や
は
り
周
り
の
人
た
ち
か
ら
障
が
い
者
と
思
わ
れ
て
、避
け
ら
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れ
た
り
す
る
の
が
と
て
も
怖
く
て
、嫌
だ
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　　
私
は
そ
の
よ
う
な
思
い
を
す
る
障
が
い
者
が
い
な
く
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。健
康
な
人
が
当
た
り
前
に

で
き
る
こ
と
が
少
し
で
き
な
か
っ
た
り
、で
き
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、だ
か
ら
と
い
っ
て
、避
け
た
り
す
る
の
は
絶
対
に
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。

　　
私
は
、障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
も
嫌
な
思
い
を
し
な
い
で
生
活
で
き
る
よ
う
な
社
会
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　　
そ
の
た
め
に
、ま
ず
は
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。電
車
や
バ
ス
で
立
っ

て
い
る
の
が
し
ん
ど
そ
う
だ
っ
た
ら
、優
し
く
声
を
か
け
て
席
を
ゆ
ず
っ
た
り
荷
物
を
持
っ
た
り
し
た
い

で
す
。他
に
も
歩
く
の
が
し
ん
ど
そ
う
だ
っ
た
ら
荷
物
を
持
っ
た
り
一
緒
に
近
く
を
歩
い
た
り
し
た
い

で
す
。

　　
勇
気
を
出
し
て
声
を
か
け
る
の
は
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。け
れ
ど
助
け
ら
れ
た
人
も
助
け
た

人
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。で
す
の
で
み
ん
な
が
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
も
っ
て
接
し
て
ほ
し

い
で
す
。そ
し
て
み
ん
な
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
る
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
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(
明
石
・三
木
地
区
予
選　
奨
励
賞
)

言
葉
の
責
任

別
所
中
学
校　
二
年　
大
西　
千
弥

　　
今
の
時
代
、生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
の
一
つ
に
な
っ
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。興
味
や
関
心
が
あ
る
こ

と
を
調
べ
ら
れ
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
の
言
語
、年
齢
に
関
わ
ら
ず
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
、新
し
い
友
だ
ち
を
作
れ
た
り
な
ど
の
良
い
面
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。し
か
し
、僕
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
、一
変
し
た
世
界
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
を
調
べ
た
こ
と
で
、と
て
も
怖
い

面
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　　
最
近
、聞
く
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
た
、「
誹
謗
中
傷
」
と
い
う
言
葉
、そ
の
人
の
存
在
そ
の
も
の
を
否

定
す
る
言
葉
に
よ
っ
て
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
芸
能
人
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し
た
。僕
は
、そ
の
と
き
、友
だ

ち
と
け
ん
か
を
し
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。ど
ち
ら
も
、何
も
考
え
ず
に
言
っ
て
し
ま
っ
た

一
言
が
お
互
い
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。そ
し
て
、僕
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
誹
謗
中
傷
と
似

て
い
る
も
の
に
感
じ
ま
し
た
。誰
か
が
言
っ
て
い
る
か
ら
と
、何
も
考
え
ず
に
多
く
の
心
な
い
言
葉
で
毎
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日
の
よ
う
に
攻
撃
を
さ
れ
る
の
は
、誰
も
が
耐
え
が
た
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　　
二
〇
一
九
年
か
ら
世
界
中
に
猛
威
を
ふ
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
内
容
が
あ
り
ま
し

た
。未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
命
が
け
で
働
い
て
い
る
医
り
ょ
う
従
事
者
の
方
や
患
者
さ
ん
へ
向
け
た
誹
謗

中
傷
で
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
潰
さ
れ
た
日
常
へ
の
ス
ト
レ
ス
や
不
安
感
か
ら
の
行
動

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
の
不
安
感
は
誰
も
が
も
っ
て
い
て
、大
変
な
と
き
は
お
互
い
の

手
を
と
り
あ
っ
て
、優
し
さ
と
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。誰
も
が
使

え
る
か
ら
こ
そ
、何
か
す
る
と
き
に
は
、一
度
、立
ち
止
ま
っ
て
、偏
っ
た
考
え
を
も
た
ず
に
多
く
の
視
点

か
ら
見
て
、ど
う
な
の
か
判
断
し
、一
人
一
人
が
責
任
を
も
つ
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　　
そ
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
な
か
で
、こ
れ
か
ら
、気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
増
加
で
す
。災
害
の
学
習
で
、フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
い
う
言

葉
を
知
り
ま
し
た
。二
〇
一
一
年
に
起
き
た
、東
日
本
大
震
災
で
は
、原
発
事
故
に
よ
っ
て
で
た
、放
射

線
に
関
す
る
う
そ
の
情
報
が
、ネ
ッ
ト
上
に
広
が
り
、無
責
任
な
言
葉
に
よ
っ
て
、た
く
さ
ん
の
人
が
傷

つ
き
、根
深
く
残
る
、福
島
県
産
の
果
物
や
魚
な
ど
へ
の
風
評
被
害
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　　
二
〇
一
六
年
に
は
、熊
本
地
震
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
ラ
イ
オ
ン
が
動
物
園
か
ら
逃
げ
て
、街
を
歩
い
て
い
る

と
い
う
画
像
つ
き
の
情
報
が
、拡
散
さ
れ
、現
地
に
混
乱
を
ま
ね
き
ま
し
た
。無
知
な
偏
見
や
差
別
は
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と
き
に
は
、暴
力
と
同
じ
く
ら
い
凶
悪
な
武
器
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　　
誰
も
が
自
由
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
こ
そ
、一
人
一
人
が
責
任
を
持
つ
こ

と
が
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。僕
は
感
染
症
や
災
害
で
の
学
習
で
、不
安
感
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
が

原
因
と
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
ま
す
。一
つ
の
言
葉
は
、良
い
世
の
中
に
も
、悪
い
世
の
中
に
も
変
え
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。小
さ
な
思
い
や
り
と
優
し
さ
が
人
と
人
と
を
繋
げ
人
権
を
守
れ
る
と
思
い
ま

し
た
。
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(
明
石
・三
木
地
区
予
選　
奨
励
賞
)

優
し
さ
あ
ふ
れ
る
世
界
に

吉
川
中
学
校　
二
年　
木
村　
那
美

　　
み
な
さ
ん
は
、電
車
や
バ
ス
で
席
に
座
れ
て
い
な
い
高
齢
者
を
見
て
席
を
譲
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。私
は
よ
く
、ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
高
齢
者
に
席
を
譲
る
と
い
う
動
画
を
見
ま
す
。私
は
電
車

や
バ
ス
に
あ
ま
り
乗
ら
な
い
の
で
、実
際
に
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。で
も
い
つ
か
譲
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　　
私
が
高
齢
者
に
席
を
譲
る
と
よ
い
と
思
う
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
目
は
、電
車
や
バ
ス
が
揺

れ
た
と
き
、倒
れ
て
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
す
。高
齢
者
が
倒
れ
て
し
ま
う
と
ケ
ガ
を
す
る

だ
け
で
な
く
、バ
ス
や
電
車
が
遅
れ
て
し
ま
い
、他
に
乗
っ
て
い
る
人
も
困
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と

思
う
か
ら
で
す
。

　　
二
つ
目
は
、高
齢
者
を
敬
う
社
会
に
し
た
い
か
ら
で
す
。高
齢
者
は
こ
れ
ま
で
の
日
本
を
作
っ
て
き
て

く
れ
た
方
々
で
す
。私
た
ち
が
今
楽
し
く
暮
ら
せ
て
い
る
の
は
、そ
の
方
々
の
お
か
げ
で
す
。敬
う
と
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い
う
こ
と
が
当
た
り
前
の
社
会
を
維
持
す
る
と
、今
よ
り
も
っ
と
あ
た
た
か
い
世
界
に
な
る
と
思
い
ま

す
。自
分
が
高
齢
者
に
な
っ
た
時
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
と
い
い
な
と
も
思
い
ま
す
。

　　
席
を
譲
る
理
由
を
考
え
て
み
る
と
、席
を
譲
る
と
い
う
大
切
さ
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　　
あ
る
資
料
で
は
、優
先
席
に
座
っ
て
い
る
人
に
、「
高
齢
者
に
席
を
譲
り
ま
す
か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、

約
九
割
の
人
が
譲
る
と
答
え
、約
一
割
の
人
は
譲
ら
な
い
と
答
え
て
い
る
そ
う
で
す
。「
譲
ら
な
い
」
と

答
え
た
人
の
理
由
と
し
て
は
、「
体
調
不
良
・ケ
ガ
を
し
て
い
た
か
ら
」
、「
優
先
席
以
外
が
空
い
て
い
な

か
っ
た
か
ら
」
、「
自
分
が
優
先
席
を
必
要
と
す
る
特
性
が
あ
っ
た
か
ら
」
と
い
う
意
見
が
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　　
私
は
、な
ぜ
譲
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
改
め
て
考
え
、家
族
に
も
、理
由
を
聞
い
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。す
る
と
家
族
は
、「
と
て
も
疲
れ
て
い
た
か
ら
」
、「
話
し
か
け
る
勇
気
が
出
な
か
っ
た
か
ら
」
、

「
以
前
に
断
ら
れ
た
経
験
が
あ
る
か
ら
」
、「
高
齢
者
と
決
め
つ
け
て
声
を
か
け
る
の
は
失
礼
に
あ
た
る

か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
、と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　　
こ
の
四
つ
の
理
由
の
中
で
私
が
共
感
し
た
も
の
が
二
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
目
は
、「
断
ら
れ
て
し
ま
っ

た
経
験
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。確
か
に
、一
度
断
ら
れ
て
し
ま
う
と
、次
も
断
ら
れ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
と
思
い
、譲
る
の
を
や
め
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、私
は
断
ら
れ
て
し
ま
っ
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て
も
、譲
ろ
う
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
人
の
優
し
い
気
持
ち
は
相
手
に
き
っ
と
届
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
。　

　　
二
つ
目
は
、「
高
齢
者
に
声
を
か
け
る
の
は
失
礼
に
あ
た
る
か
も
」
と
い
う
こ
と
で
す
。私
は
、席
を

譲
る
た
め
に
声
を
か
け
た
ら
、自
分
は
高
齢
者
の
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、そ
の
人
を
嫌
な
気

持
ち
に
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
動
画
を
見
つ
け
ま
し
た
。私
も
、こ
の
動
画
を
き
っ
か
け
に
、

　　
「
譲
り
ま
す
」

と
相
手
に
言
う
こ
と
が
少
し
怖
く
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、高
齢
者
扱
い
を
さ
れ
る
の
が
嫌
だ
と
い
う

人
は
全
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。自
分
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
く
れ
て
う
れ
し
い
人
も
必
ず
い
ま
す
。だ

か
ら
、私
は
譲
る
選
択
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　　
み
な
さ
ん
の
身
近
に
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
席
を
譲
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。ま

ず
は
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。私
が
高
校
生
に
な
る
と
、バ
ス
に
乗
る
こ

と
が
増
え
る
の
で
、そ
の
と
き
に
、も
し
席
に
座
れ
な
い
人
が
い
た
ら
、譲
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。「
高
齢

者
に
席
を
譲
る
」
、「
勇
気
を
出
し
て
声
を
か
け
る
」
そ
の
行
動
一
つ
で
救
わ
れ
る
人
が
い
る
と
思
い
ま

す
。そ
ん
な
姿
を
見
て
、周
り
の
人
も
譲
ろ
う
と
思
っ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。み
な
さ
ん
の
行
動

で
、世
界
が
優
し
さ
で
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

99



(
明
石
・三
木
地
区
予
選　
奨
励
賞
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あ
た
り
ま
え
の
あ
り
が
た
さ

三
木
東
中
学
校　
三
年　
伊
藤　
萌
理

　　
八
月
十
五
日
、終
戦
し
て
今
年
で
七
十
九
年
目
に
な
り
ま
す
。年
に
一
回
ほ
ど
終
戦
記
念
の
ニ
ュ
ー

ス
が
流
れ
ま
す
。そ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
私
は
「
特
攻
隊
」
と
い
う
ワ
ー
ド
を
耳
に
し
ま
し
た
。そ
の
「
特
攻

隊
」
の
話
が
あ
ま
り
に
も
衝
撃
的
で
戦
争
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　　
特
攻
隊
と
は
自
分
の
乗
る
飛
行
機
に
爆
弾
を
詰
め
敵
艦
に
体
当
た
り
す
る
攻
撃
で
命
を
絶
っ
た

方
々
で
す
。特
攻
隊
は
ほ
と
ん
ど
が
二
十
歳
前
後
の
人
で
で
き
て
い
て
、最
年
少
は
十
六
歳
だ
っ
た
そ

う
で
す
。中
学
三
年
生
の
私
は
十
五
歳
に
な
る
年
で
十
六
歳
と
一
歳
し
か
差
が
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
年

で
特
攻
な
ん
て
国
の
た
め
に
死
に
に
行
け
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
に
行
く
こ
と
が
信
じ
ら
れ
ま

せ
ん
。

　　
特
攻
は
人
の
命
を
軽
視
し
た
、と
ん
で
も
な
い
作
戦
で
す
。

　　
で
す
が
、特
攻
隊
の
方
々
の
写
真
に
は
ほ
こ
ら
し
げ
な
笑
顔
し
か
写
っ
て
お
ら
ず
、死
へ
の
恐
怖
が
全

く
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。自
分
は
死
ぬ
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、ど
う
し
て
笑
顔
で
い
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ら
れ
る
の
か
わ
け
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　　
当
時
は
国
の
た
め
に
命
を
か
け
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
、志
願
兵
に
な
り
戦
場
へ
行
く
こ
と
は

と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
た
。で
も
私
は
国
民
が
国
の
た
め
に
命
を
か
け
る
こ
と
が
当
時
の
当
た

り
前
だ
っ
た
と
し
て
も
、や
っ
ぱ
り
「
死
」
と
い
う
も
の
は
怖
い
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　　
国
の
た
め
、国
の
た
め
と
自
分
が
死
に
に
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
理
由
を
無
理
に
作
っ
て
い
た
と
思

う
と
何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
特
攻
隊
員
が
出
撃
の
と
き
、上
空
で
は
ど
ん

な
こ
と
を
思
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　　
本
当
は
も
っ
と
生
き
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　　
戦
争
で
兵
隊
が
死
ぬ
と
き
は
、「
大
日
本
帝
国
万
歳
、天
皇
陛
下
万
歳
」
と
言
う
と
教
わ
る
そ
う
で

す
が
、実
際
に
叫
ぶ
の
は
「
お
母
さ
ん
」
だ
そ
う
で
す
。

　　
十
八
歳
の
少
年
航
空
出
身
の
遺
書
に
は
た
だ
一
言
だ
け
「
お
母
さ
ん
」
と
書
い
て
い
ま
し
た
。

　　
私
は
本
当
は
誰
だ
っ
て
戦
争
な
ん
て
し
た
く
な
か
っ
た
、逃
げ
ら
れ
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　　
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人
の
命
を
む
だ
に
し
、苦
し
ま
せ
た
国
の
責
任
は
重
い
で
す
。戦
争
な
ん
て

誰
も
幸
せ
に
な
ら
な
い
こ
と
を
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　　
今
の
日
本
は
戦
争
な
ど
な
い
日
常
が
当
た
り
前
で
す
。し
か
し
、そ
の
平
和
な
日
常
は
今
ま
で
の
多
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く
の
犠
牲
が
あ
っ
た
か
ら
送
れ
て
い
る
も
の
だ
と
理
解
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　　
二
度
と
戦
争
に
よ
っ
て
命
を
奪
わ
れ
る
人
が
出
な
い
よ
う
に
、大
切
な
人
を
失
う
人
が
出
な
い
よ
う

に
戦
争
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
私
た
ち
の
義
務
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　　
戦
争
を
体
験
し
た
世
代
は
年
々
減
っ
て
お
り
、戦
争
の
記
憶
は
薄
れ
て
い
っ
て
い
ま
す
。私
の
よ
う
な

戦
争
の
な
い
時
代
に
生
ま
れ
た
人
に
は
当
時
の
人
の
苦
し
み
や
悲
し
み
を
感
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。で
す
が
感
じ
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
知
る
こ
と
は
で
き
る
は
ず
で
す
。

　　
今
も
世
界
で
は
戦
争
で
命
を
落
と
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。昔
の
日
本
の
よ
う
に
国
に
逆
ら
え
ず
、

戦
地
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
人
も
多
く
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。私
た
ち
は
自
分
に
と
っ
て
も
、他
の
誰
か

に
と
っ
て
も
代
わ
り
な
ど
い
な
い
世
界
で
た
っ
た
一
人
の
人
間
で
す
。

　　
そ
の
た
っ
た
一
人
し
か
い
な
い
人
間
を
守
る
た
め
に
憲
法
が
あ
る
は
ず
な
の
に
戦
争
な
ん
て
起
こ
し

て
何
の
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　　
ま
た
、た
っ
た
一
人
の
人
間
だ
か
ら
こ
そ
、お
互
い
へ
の
思
い
や
り
が
必
要
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

戦
争
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
命
が
あ
っ
た
か
ら
私
は
こ
の
平
和
な
時
代
に
生
ま
れ
た
ん
だ
と
、こ
の
平
和

な
日
常
が
ど
れ
だ
け
幸
せ
な
こ
と
な
の
か
私
た
ち
は
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
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平
和
の
た
め
に

自
由
が
丘
中
学
校　
三
年　
山
下　
梨
杏

　　
私
の
曾
祖
父
は
二
〇
二
四
年
に
九
十
六
歳
を
迎
え
ま
し
た
。昭
和
三
年
生
ま
れ
で
腰
は
少
し
曲

が
っ
て
い
ま
す
が
故
郷
の
宮
崎
で
今
も
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。そ
ん
な
曾
祖
父
は
、ち
ょ
う
ど
私
と

同
じ
年
の
頃
に
太
平
洋
戦
争
を
経
験
し
、十
七
歳
頃
に
終
戦
を
迎
え
た
戦
争
体
験
者
で
す
。私
は
戦

争
を
テ
ー
マ
と
し
た
人
権
作
文
を
書
こ
う
と
思
い
、戦
争
体
験
者
で
あ
る
曾
祖
父
に
話
を
聞
い
て
み
ま

し
た
。戦
時
中
は
空
襲
警
報
が
鳴
る
た
び
に
大
事
な
も
の
を
持
っ
て
自
宅
の
裏
山
に
掘
っ
た
防
空
壕
に

逃
げ
込
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。ま
た
、ア
メ
リ
カ
の
飛
行
機
が
上
空
を
飛
ぶ
た
び
に
、爆
撃
の
音
が
し
て

怖
い
思
い
を
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。戦
争
で
は
何
十
万
人
の
兵
隊
が
命
を
失
い
ま
し

た
が
、関
係
の
な
い
人
ま
で
次
々
に
召
集
さ
れ
、曾
祖
父
は
村
の
青
年
団
と
し
て
一
日
が
か
り
で
神
社

へ
兵
隊
の
た
め
の
祈
願
を
し
に
行
き
ま
し
た
。終
戦
を
迎
え
た
後
も
生
活
は
ア
メ
リ
カ
の
支
配
下
で

あ
っ
た
た
め
、食
料
も
地
区
ご
と
の
配
給
制
で
自
由
は
な
か
っ
た
と
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
は
農
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作
業
を
す
る
よ
う
に
な
り
、な
ん
と
か
貧
し
い
な
が
ら
も
食
料
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
、生
活
で
き
て
い

た
そ
う
で
す
。今
で
は
当
た
り
前
に
あ
る
「
人
が
人
と
し
て
生
き
る
権
利
」
な
ど
ま
っ
た
く
度
外
視
さ

れ
て
い
た
時
代
を
私
の
曾
祖
父
は
経
験
し
て
い
ま
し
た
。戦
争
は
私
に
と
っ
て
遠
い
存
在
で
し
た
が
、身

近
な
人
が
本
当
に
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
状
況
を
過
ご
し
て
い
た
と
知
り
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
肌
身
で

感
じ
ま
し
た
。今
で
も
世
界
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
悪
化
や
イ
ラ
ン
、イ
ラ
ク
で
内
戦
が
続
い
て
お

り
、た
く
さ
ん
の
命
が
犠
牲
と
な
っ
て
何
の
関
係
も
な
い
人
の
幸
せ
な
生
活
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か

し
、こ
ん
な
悲
惨
な
時
代
が
日
本
に
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
が
知
る
機
会
は
学
校
の
授
業
や

テ
レ
ビ
、戦
争
関
連
の
施
設
ぐ
ら
い
し
か
な
く
、実
際
の
体
験
談
を
聞
く
に
も
、体
験
者
の
高
齢
化
で

そ
の
機
会
も
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、二
〇
二
〇
年
の
戦
争
体
験

世
代
の
人
口
の
割
合
は
９
.２
％
で
一
九
七
〇
年
代
と
比
較
し
て
大
き
く
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

そ
の
数
は
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。私
の
場
合
は
曾
祖
父
の
実
体
験
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

現
代
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、祖
父
母
も
戦
争
体
験
世
代
で
は
な
く
、戦
争
の
怖
さ
を
肌
身
で

知
っ
て
い
る
世
代
と
接
し
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。平
和
へ
の
第
一
歩
は
「
知
る
こ
と
」
か
ら
で
す
。今
私

た
ち
が
衣
食
住
を
簡
単
に
で
き
安
心
し
て
暮
ら
せ
て
い
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
戦
争
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。私
た
ち
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が
こ
の
悲
惨
な
歴
史
を
忘
れ
な
い
こ
と
は
大
切
で
す
が
覚
え
て
い
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。そ
の
歴

史
を
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
と
、見
た
り
聞
い
た
り
し
て
感
じ
た
こ
と
を
後
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
何
よ
り
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
他
国
で
起
き
て
い
る
こ
と
の
重
大
さ
を
理
解

し
、平
和
に
つ
い
て
の
考
え
も
深
ま
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。一
口
で
平
和
と
言
っ
て
も
人

そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
る
も
の
は
異
な
り
ま
す
が
、私
は
尊
い
命
を
犠
牲
に
し
争
い
ご
と
を
す
る
戦
争
は
最

大
の
人
権
侵
害
だ
と
思
い
ま
す
。曾
祖
父
が
体
験
し
た
悲
惨
な
出
来
事
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
、ま
た
、過
去
の
出
来
事
と
し
て
風
化
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
私

た
ち
の
役
目
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
問
題

吉
川
中
学
校　
三
年　
竸　
　　
尊

　　
「
皆
さ
ん
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
」
こ
の
質
問
を
す
る
と
、ほ
と
ん
ど
の
人

が
「
便
利
」
や
「
楽
し
い
」
と
答
え
る
と
思
い
ま
す
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及
し
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
い

う
職
業
が
生
ま
れ
る
ほ
ど
、私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
、身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
楽
し
い
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
特
定
の
個
人
を
対
象
と
し
た
誹
謗
中
傷
、

外
国
人
や
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
に
対
し
て
の
差
別
的
な
書
き
込
み
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
、さ
ら

に
は
、非
公
式
サ
イ
ト
な
ど
で
の
い
じ
め
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
危
機
感
を

覚
え
ま
し
た
。

　　
「
い
じ
め
」
は
、だ
め
だ
と
多
く
の
人
が
理
解
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。先
ほ
ど
の
問
題
に
対
し
て
、自
分
に
は
関
係
な
い
な
ど
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。ユ
ー
チ
ュ
ー

バ
ー
に
対
す
る
ア
ン
チ
コ
メ
ン
ト
な
ど
も
こ
の
問
題
の
一
部
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
匿
名
で
発
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信
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、現
実
の
世
界
よ
り
も
こ
う
い
っ
た
発
言
は
し
や
す
い
と
も
言
え
ま
す
。し

か
し
、誹
謗
中
傷
な
ど
の
人
権
を
無
視
し
た
書
き
込
み
を
さ
れ
た
人
は
、知
ら
な
い
人
か
ら
の
嫌
が
ら

せ
を
受
け
る
な
ど
、生
活
に
支
障
を
き
た
し
か
ね
ま
せ
ん
。さ
ら
に
は
、精
神
的
に
深
く
傷
つ
き
、追
い

詰
め
ら
れ
、学
校
や
職
場
に
行
け
な
く
な
っ
た
り
、最
悪
の
場
合
は
自
殺
へ
と
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。実
際
こ
こ
数
年
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
人
権
侵
害
を
さ
れ
、自
殺

す
る
と
い
う
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。「
つ
い
、や
っ
て
し
ま
っ
た
」
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
の
で
す
。ネ
ッ

ト
上
で
は
、「
書
き
込
み
を
さ
れ
て
心
を
痛
め
る
の
な
ら
、ネ
ッ
ト
そ
の
も
の
を
や
め
ろ
」
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、間
違
っ
て
い
ま
す
。誹
謗
中
傷
を
受
け
て
い
る
方
が
悪
い
と
言
っ
て
い
る
の
と
同

じ
だ
か
ら
で
す
。大
半
の
人
は
、自
分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
、好
き
な
こ
と
を
投
稿
し
て
い
る
だ
け
で

す
。投
稿
さ
れ
た
内
容
に
対
し
て
、「
気
に
食
わ
な
い
」
や
「
ム
カ
つ
く
」
な
ど
、妬
み
の
気
持
ち
が
湧
く
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
う
で
あ
っ
て
も
、人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
は
、絶
対
に
し
て
は
い
け

な
い
こ
と
で
す
。

　　
こ
の
問
題
を
通
し
て
、僕
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
、現
実
世
界
で
も
「
さ
れ
る
側
が
ど
う
思
う
か
」

と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
強
く
思
い
ま
す
。私
た
ち
は
、一
人
一
人

が
違
う
個
性
や
性
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。生
活
を
し
て
い
る
と
、自
分
と
は
違
う
意
見
が
出
て
く
る
の
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は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。そ
ん
な
時
に
「
違
う
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
、相
手
に
対
し
て
、攻
撃
的
な

言
葉
を
使
う
の
は
絶
対
に
や
め
る
べ
き
で
す
。特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
匿
名
性
を
利
用
す
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。書
き
込
ま
れ
た
言
葉
を
、自
分
自
身
に
向
け
て
発
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。ど
れ
だ
け
辛

く
、悲
し
い
気
持
ち
に
な
る
か
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

　　
人
間
は
、言
葉
一
つ
で
相
手
を
喜
ば
せ
る
こ
と
も
、傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。も
し
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、腹
が
立
つ
こ
と
で
何
か
書
き
込
み
を
し
よ
う
と
思
っ
た
と
き
は
、こ
の
こ
と
を
思
い

出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。大
人
、子
ど
も
関
係
な
く
、一
人
一
人
が
言
葉
の
重
さ
を
理
解
し
て
行
動
す

る
こ
と
で
、大
切
な
人
権
を
守
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
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